
 

 

 

  

第

４

９

回

城

戸

賞

応

募

作

品 

              

成

熟

 
            

佐

々

木

 

ひ

と

み 

    



あ

ら

す

じ 

喫

茶

店

で

働

く

蕪

木

ま

ゆ

み

は

、

旦

那

の

正

孝

か

ら

日

々

暴

力

を

受

け

て

い

る

。

ま

ゆ

み

と

顔

な

じ

み

の

高

校

生

・

鯉

沼

弘

太

朗

は

そ

の

光

景

を

日

常

的

に

覗

き

見

て

い

た

。 
弘

太

郎

は

卓

球

部

員

と

の

喧

嘩

で

、

間

に

入

っ

た

大

橋

百

々

子

に

怪

我

を

さ

せ

て

し

ま

う

。

百

々

子

に

つ

け

て

し

ま

っ

た

痣

を

見

て

、

喫

茶

店

で

の

暴

力

が

想

起

す

る

。

弘

太

朗

の

異

変

に

気

付

い

た

百

々

子

は

、

弘

太

朗

に

ボ

ー

ル

で

自

ら

を

打

つ

よ

う

に

頼

む

。

暴

力

へ

の

興

味

か

ら

百

々

子

の

指

示

に

従

う

弘

太

朗

。

百

々

子

の

指

示

は

次

第

に

エ

ス

カ

レ

ー

ト

し

て

い

く

。 

あ

る

日

、

そ

の

場

を

目

撃

し

て

し

ま

う

弘

太

朗

の

彼

女

・

野

口

美

保

。

弘

太

郎

を

激

し

く

非

難

す

る

が

、

百

々

子

へ

の

嫉

妬

に

か

ら

れ

て

、

自

ら

も

百

々

子

に

手

を

あ

げ

て

し

ま

う

。

そ

れ

に

よ

り

我

慢

で

き

な

く

な

っ

た

弘

太

郎

は

、

美

保

と

共

に

百

々

子

に

暴

力

を

振

い

出

す

。

初

め

は

戸

惑

っ

て

い

た

美

保

だ

っ

た

が

、

嬉

し

そ

う

に

暴

力

を

受

け

る

百

々

子

を

見

て

次

第

に

三

人

で

の

行

為

に

の

め

り

込

ん

で

い

く

。 

そ

ん

な

中

、

百

々

子

の

帰

り

が

遅

い

の

を

心

配

し

た

父

親

の

聡

が

、

百

々

子

を

迎

え

に

く

る

。

百

々

子

に

対

し

て

親

子

以

上

の

親

密

な

態

度

を

と

る

聡

。

百

々

子

は

家

で

聡

か

ら

、

性

的

虐

待

を

受

け

て

い

た

。

聡

か

ら

の

異

常

な

愛

情

が

弘

太

郎

と

美

保

に

露

呈

し

た

こ

と

で

、

百

々

子

は

弘

太

朗

と

口

を

き

か

な

く

な

る

。

途

方

に

く

れ

た

弘

太

朗

は

美

保

と

百

々

子

を

喫

茶

店

へ

誘

う

。

そ

こ

で

繰

り

広

げ

ら

れ

る

大

人

の

暴

力

を

目

撃

し

、

翌

日

か

ら

暴

力

へ

の

興

味

が

一

段

と

増

す

二

人

。

美

保

が

正

孝

の

真

似

を

し

て

、

百

々

子

の

首

を

絞

め

だ

す

と

、

弘

太

朗

は

制

御

が

き

か

な

く

な

り

そ

う

な

自

分

が

怖

く

な

る

。 

翌

日

、

弘

太

郎

が

喫

茶

店

を

訪

れ

る

と

、

正

孝

が

一

人

。

正

孝

は

弘

太

朗

の

暴

力

へ

の

欲

求

を

見

抜

い

て

い

た

。

そ

ん

な

二

人

の

元

に

、

警

察

が

や

っ

て

来

る

。

正

孝

は

ま

ゆ

み

を

殺

害

し

て

い

た

。

ま

ゆ

み

の

死

体

が

運

び

出

さ

れ

る

の

を

見

て

し

ま

う

弘

太

朗

。

つ

い

に

自

分

が

制

御

で

き

な

く

な

る

。 



向

か

っ

た

高

校

で

、

百

々

子

、

美

保

、

聡

と

遭

遇

す

る

弘

太

郎

。

百

々

子

の

首

を

絞

め

る

こ

と

を

止

め

ら

れ

た

こ

と

か

ら

、

暴

力

の

矛

先

は

聡

に

向

か

う

。

歯

止

め

が

き

か

な

く

な

っ

た

弘

太

郎

は

、

聡

の

首

に

手

を

か

け

て

強

く

力

を

い

れ

る

。

聡

の

息

の

根

を

止

め

る

前

に

、

卓

球

部

顧

問

・

部

員

の

手

に

よ

っ

て

弘

太

郎

は

捕

ら

え

ら

れ

る

。 

警

察

に

連

行

さ

れ

る

弘

太

郎

。

弘

太

郎

に

は

、

美

保

の

声

も

百

々

子

の

声

も

も

う

届

か

な

い

。

弘

太

朗

を

も

う

誰

も

止

め

る

こ

と

は

で

き

な

い

。 

                              



登

場

人

物

表 

 

鯉

沼

弘

太

郎

（

１

５

）

高

校

一

年

生 

野

口

美

保

（

１

６

）

弘

太

郎

の

彼

女 

大

橋

百

々

子

（

も

も

こ

）

（

１

６

）

弘

太

郎

の

ク

ラ 

ス

メ

イ

ト 

 

蕪

木

ま

ゆ

み

（

２

７

）

喫

茶

店

の

店

員 

蕪

木

正

孝

（

３

１

）

喫

茶

店

の

オ

ー

ナ

ー

・

ま

ゆ

み

の

旦

那 

大

橋

聡

（

４

５

）

百

々

子

の

父

親 

 

荒

井

悠

太

（

１

５

）

卓

球

部

員 

土

屋

博

紀

（

１

６

）

卓

球

部

員 

鯉

沼

理

子

（

４

３

）

弘

太

郎

の

母

親 

鯉

沼

薫

（

１

４

）

弘

太

郎

の

妹 

鯉

沼

雄

二

（

４

６

）

弘

太

郎

の

父

親 

野

口

幸

（

４

１

）

美

保

の

母

親 

松

村

（

４

０

）

卓

球

部

の

顧

問 

 

卓

球

部

員 

吹

奏

楽

部

員 

警

察 

                



1 

 

○

鯉

沼

家

・

表

（

夜

） 

 
 

 

住

宅

街

に

立

つ

洋

風

の

一

軒

家

。 

 

○

同

・

弘

太

郎

の

部

屋 

 
 

 

電

気

の

つ

い

て

い

な

い

真

っ

暗

な

部

屋

。 

 
 

 

外

を

車

が

通

り

過

ぎ

る

音

が

す

る

。 

窓

か

ら

部

屋

に

微

か

に

明

か

り

が

入

る

。 

勉

強

机

の

上

に

置

か

れ

た

、

折

れ

た

卓

球

ラ

ケ

ッ

ト

が

妖

し

く

照

ら

さ

れ

る

。 

 

○

同

・

キ

ッ

チ

ン 

 
 

 

胡

瓜

を

切

っ

て

い

る

鯉

沼

理

子

（

４

３

）
。

 

鯉

沼

薫

（

１

４

）
、

入

っ

て

き

て

、

冷

蔵

庫 

か

ら

チ

ョ

コ

レ

ー

ト

を

取

っ

て

食

べ

る

。 

理

子

「

こ

ら

。

も

う

晩

ご

飯

で

し

ょ

う

」 

薫

「

お

腹

減

っ

た

」 

理

子

「

一

個

で

や

め

な

さ

い

よ

」 

薫

、

そ

の

ま

ま

出

て

い

こ

う

と

す

る

。 

 
 

 

理

子

、

胡

瓜

を

切

る

手

を

止

め

、 

理

子

「

弘

太

郎

、

ま

だ

帰

っ

て

な

い

の

？

」 

薫

「

多

分

ね

」 

理

子

「

最

近

遅

い

の

よ

ね

え

」 

 
 

 

理

子

、

リ

ビ

ン

グ

の

時

計

を

見

て

、

再

び

胡 

瓜

を

切

り

に

か

か

る

。 

 

○

田

ん

ぼ

の

一

本

道

（

夜

） 

 
 

 

強

く

風

が

吹

い

て

い

る

。 

 
 

 

人

気

が

な

い

。 

 

○

喫

茶

店

「

梟

」

・

表

（

夜

） 

田

園

風

景

の

中

、

喫

茶

店

が

ぽ

つ

ん

と

立

っ 

て

い

る

。 

木

造

の

古

民

家

風

の

一

軒

家

。 

店

の

前

に

大

量

の

薪

が

積

ん

で

あ

り

、

風

が 

吹

く

た

び

に

ゴ

ト

ゴ

ト

と

音

を

立

て

る

。 

店

内

は

電

気

が

つ

い

て

い

て

明

る

い

。 

 

○

同

・

物

置

小

屋

前 

 
 

 

店

の

裏

手

に

あ

る

物

置

小

屋

。 

 
 

 

外

灯

は

な

く

、

店

の

灯

り

も

届

か

な

い

暗

闇

。 



2 

 

そ

の

中

を

人

影

が

小

さ

く

動

く

。 

 

○

同

・

店

前 

 
 

 

人

影

が

店

に

走

り

寄

っ

て

く

る

。 

店

内

の

灯

り

が

、

屈

ん

だ

ま

ま

近

づ

い

て

く 

る

鯉

沼

弘

太

郎

（

１

５

）

を

照

ら

す

。 

弘

太

郎

、

店

の

窓

の

下

に

駆

け

寄

り

、

ゆ

っ

く

り

と

窓

か

ら

店

内

を

覗

く

。 
弘

太

郎

の

心

臓

の

音

。 

徐

々

に

早

く

な

る

。 

風

が

強

く

吹

き

、

店

の

前

に

置

か

れ

た

薪

が

音

を

立

て

て

揺

れ

る

。 

振

り

返

る

弘

太

郎

の

額

を

汗

が

伝

っ

て

い

く

。 

店

内

か

ら

小

さ

く

女

性

の

悲

鳴

が

聞

こ

え

、 

店

内

に

向

き

直

る

弘

太

郎

。 

心

臓

の

音

。 

次

第

に

大

き

く

な

り

…

… 

 

―

タ

イ

ト

ル

「

成

熟

」

― 

 

○

高

校

・

校

庭

（

昼

） 

蟬

の

声

が

響

い

て

い

る

。 

 
 

 
 

○

同

・

教

室 

 
 

 

教

師

の

松

村

（

４

０

）
、

黒

板

に

化

学

式

を 

書

い

て

い

る

。 

窓

際

の

一

番

後

ろ

の

席

に

座

る

弘

太

郎

、

ぼ 

ん

や

り

と

板

書

し

て

い

る

。 

松

村

「

じ

ゃ

あ

こ

の

問

題

を

…

…

」 

振

り

返

る

松

村

、

前

の

方

の

席

で

眠

っ

て

い 

る

男

子

生

徒

を

見

、

頭

を

教

科

書

で

叩

く

。 

視

線

を

そ

ち

ら

に

や

る

弘

太

郎

。 

松

村

「

お

い

、

授

業

中

だ

ぞ

」 

 
 

 

寝

ぼ

け

眼

の

男

子

生

徒

が

身

体

を

起

こ

す

。 

弘

太

郎

の

右

手

に

力

が

入

り

、

握

っ

て

い

た 

シ

ャ

ー

ペ

ン

の

芯

が

折

れ

る

。 

折

れ

た

芯

は

、

隣

の

席

の

大

橋

百

々

子

（

１ 

６

）

の

机

に

飛

ぶ

。

 
 

弘

太

郎

「

あ

、

わ

り

い

」 

百

々

子

「

…

…

」

 
 

 



3 

 

大

き

な

瞳

で

弘

太

郎

を

じ

っ

と

見

る

百

々

子

。 

松

村

「

じ

ゃ

あ

こ

れ

三

塚

―

。

解

い

て

み

て

」 

 

○

同

・

校

庭

（

夕

） 

 
 

 

校

庭

を

走

る

卓

球

部

員

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

先

頭

を

走

る

。 

最

後

尾

に

は

た

ら

た

ら

と

つ

い

て

い

く

百

々

子

の

姿

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
                

 
 

 

走

り

終

え

た

弘

太

郎

、

汗

を

拭

き

な

が

ら

呼 

吸

を

整

え

て

い

る

。 

遅

れ

て

土

屋

博

紀

（

１

６

）
、

走

り

終

え

る

。 

弘

太

郎

「

遅

」 

博

紀

「

あ

ー

…

…

つ

ら

」 

弘

太

郎

「

お

前

遅

く

な

っ

て

ん

じ

ゃ

ん

」 

博

紀

「

弘

太

郎

が

早

く

な

っ

て

ん

の

。

ど

し

た

ん

？ 

男

性

ホ

ル

モ

ン

増

え

た

ん

？

」 

弘

太

郎

「

は

？

」 

博

紀

「

彼

女

で

き

た

か

ら

、

ホ

ル

モ

ン

増

え

て

足

早 

く

な

っ

た

ん

じ

ゃ

ね

ー

の

か

っ

て

」 

弘

太

郎

「

ば

か

言

え

。

努

力

の

結

果

だ

わ

」 

博

紀

「

そ

う

か

ね

え

」 

弘

太

郎

「

そ

う

だ

よ

」 

博

紀

「

な

ー

野

口

と

さ

、

も

う

や

っ

た

の

？

」 

弘

太

郎

「

は

あ

？

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

博

紀

に

プ

ロ

レ

ス

技

を

か

け

る

。 

博

紀

「

い

っ

て

え

、

ま

じ

無

理

。

や

め

て

や

め

て

。

走

り

終

わ

っ

た

ば

っ

か

。

つ

れ

え

」 

 
 

 

弘

太

郎

の

背

後

で

舌

打

ち

が

聞

こ

え

る

。 

弘

太

郎

、

博

紀

を

解

放

し

振

り

返

る

と

、

荒

 
 

 
 

井

悠

太

（

１

５

）

が

立

っ

て

い

る

。 

苛

立

っ

て

い

る

様

子

の

悠

太

、

弘

太

郎

を

強 

く

睨

む

と

歩

い

て

行

っ

て

し

ま

う

。 

弘

太

郎

「

な

ん

だ

あ

い

つ

」 

博

紀

「

荒

井

、

ほ

ん

と

ノ

リ

悪

い

よ

な

。

部

活

中

も

ず

っ

と

一

人

だ

し

。

友

達

い

ね

ー

か

ら

、

弘

太

郎

の

こ

と

妬

ん

で

ん

だ

ろ

」 

 

○

同

・

体

育

館

（

夕

）

 
 

 
 

ぼ

ん

や

り

と

百

々

子

が

体

育

館

に

入

っ

て

く 
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る

。 

ス

テ

ー

ジ

前

に

卓

球

台

が

並

ん

で

い

る

。 

集

ま

る

卓

球

部

員

達

の

中

で

、

弘

太

郎

と

悠 

太

が

言

い

争

っ

て

い

る

。 

近

付

い

て

い

く

百

々

子

。 
博

紀

「

お

い

や

め

ろ

っ

て

弘

太

郎

。

そ

ん

な

や

つ

相

手

に

す

ん

な

よ

」 

 
 

 
悠

太

に

詰

め

寄

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

こ

い

つ

か

ら

先

に

始

め

た

ん

だ

よ

」 

 
 

 

悠

太

の

胸

ぐ

ら

を

掴

む

弘

太

郎

。 

悠

太

「

そ

う

い

う

の

ほ

ん

と

だ

さ

い

」 

弘

太

郎

「

あ

あ

？

」 

 
 

 

間

に

入

っ

て

二

人

を

引

き

離

す

博

紀

。 

博

紀

「

や

め

ろ

っ

て

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

悠

太

を

強

く

睨

む

。 

悠

太

「

だ

っ

さ

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

博

紀

を

振

り

切

り

悠

太

に

殴

り

か 

か

る

。 

 
 

 

百

々

子

、

二

人

の

間

に

入

っ

て

い

く

。 

弘

太

郎

「

！

」 

 
 

 

弘

太

郎

の

パ

ン

チ

を

思

い

切

り

頬

に

受

け

、 

床

に

倒

れ

る

百

々

子

。 

 
 

 

ぎ

ょ

っ

と

す

る

弘

太

郎

。 

 
 

 

百

々

子

、

声

を

一

切

あ

げ

ず

、

頬

を

押

さ

え

倒

れ

る

。 

 
 

 

周

り

の

部

員

た

ち

が

集

ま

っ

て

き

て

場

が

騒 

然

と

な

る

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

倒

れ

て

い

る

百

々

子

を

呆

然

と

見

て

い

る

。  

○

同

・

職

員

室

前

の

廊

下

（

翌

日

・

昼

） 

職

員

室

の

ド

ア

が

開

い

て

弘

太

郎

、

出

て

く 

る

。 

待

っ

て

い

た

野

口

美

保

（

１

６

）
、

駆

け

寄 

り

、 

美

保

「

松

村

怒

っ

て

た

？

」 

弘

太

郎

「

部

活

出

る

な

っ

て

言

わ

れ

た

」 

美

保

「

ち

ゃ

ん

と

謝

っ

た

の

？

」 

弘

太

郎

「

松

村

に

？

謝

っ

た

よ

」 
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美

保

「

大

橋

さ

ん

に

」 

弘

太

郎

「

あ

ー

今

日

休

ん

だ

」 

美

保

「

え

？

大

丈

夫

な

の

？

」 

弘

太

郎

「

病

院

。

行

っ

た

ら

し

い

」 

美

保

「

症

状

は

？

」 
弘

太

郎

「

骨

と

か

に

問

題

は

な

い

っ

て

、

松

村

ん

と

こ

連

絡

き

た

っ

て

」 

美

保

「

…

…

そ

っ

か

」 

 
 

 

美

保

、

弘

太

郎

に

近

寄

り

、

弘

太

郎

の

制

服 

の

袖

を

掴

む

。 

美

保

「

…

…

ね

え

。

な

ん

で

そ

ん

な

こ

と

し

た

の

」 

弘

太

郎

「

荒

井

に

殴

り

か

か

っ

た

ら

大

橋

さ

ん

が

間

に

入

っ

て

き

て

…

…

」 

美

保

「

ど

う

し

て

荒

井

君

に

殴

り

か

か

っ

た

の

」 

弘

太

郎

「

急

に

喧

嘩

売

ら

れ

た

か

ら

」 

美

保

「

弘

太

郎

な

ん

か

し

た

ん

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

弘

太

郎

「

い

や

、

何

に

も

し

て

な

い

の

よ

俺

。

急

に 

な

ん

か

つ

っ

か

か

っ

て

き

て

さ

。

つ

い

カ

ッ

と

な 

っ

て

…

…

」 

美

保

「

ら

し

く

な

い

じ

ゃ

ん

。

手

出

す

な

ん

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

そ

う

か

な

」 

美

保

「

そ

う

だ

よ

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

自

分

の

手

を

見

る

。 

美

保

「

ち

ゃ

ん

と

謝

り

な

よ

大

橋

さ

ん

に

」 

弘

太

郎

「

え

ー

」 

美

保

「

え

ー

、

じ

ゃ

な

い

。

当

然

で

し

ょ

」 

弘

太

郎

「

俺

の

せ

い

じ

ゃ

な

い

の

に

…

…

」 

美

保

「

弘

太

郎

の

せ

い

！

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

生

徒

「

美

保

―

」 

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

を

持

っ

た

女

子

生

徒

、

廊

下 

の

先

で

美

保

を

呼

ん

で

い

る

。 

美

保

「

ち

ゃ

ん

と

だ

よ

。

謝

ら

な

か

っ

た

ら

怒

る

か

ら

ね

」 美

保

、

そ

の

場

を

走

り

去

る

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

ふ

て

く

さ

れ

た

顔

で

見

送

る

。 

 

○

道

（

夕

） 

 
 

 

一

人

で

下

校

し

て

い

る

弘

太

郎

。 

 
 

 

立

ち

止

ま

り

、

自

分

の

右

手

を

見

る

。 
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開

い

て

閉

じ

て

開

い

て

閉

じ

て

を

繰

り

返

す

。 

弘

太

郎

「

っ

」 

弘

太

郎

、

い

き

な

り

走

り

出

す

。 

 

○

喫

茶

店

「

梟

」

・

店

前

（

夕

） 

弘

太

郎

、

喫

茶

店

の

外

か

ら

中

を

覗

い

て

い 

る

。 

中

に

客

は

お

ら

ず

、

蕪

木

ま

ゆ

み

（

２

７

） 
が

一

人

、

厨

房

で

皿

を

拭

い

て

い

る

。 

弘

太

郎

、

深

く

た

め

息

を

つ

き

店

の

ド

ア

ノ 

ブ

に

手

を

か

け

る

。 

 

○

同

・

店

内 

 
 

 

店

内

に

音

楽

は

か

か

っ

て

お

ら

ず

、

時

計

の 

秒

針

の

音

だ

け

が

響

い

て

い

る

。 

 
 

 

ド

ア

が

開

き

、

弘

太

郎

が

入

っ

て

く

る

。 

ま

ゆ

み

、

皿

を

拭

き

な

が

ら

弘

太

郎

の

方

を 

向

く

。 

ま

ゆ

み

「

ま

た

来

た

の

」 

弘

太

郎

、

店

内

の

席

に

座

る

。 

弘

太

郎

「

ど

う

せ

お

客

さ

ん

い

な

い

か

ら

い

い

じ

ゃ 

ん

」 

ま

ゆ

み

「

ひ

ど

い

な

」 

ま

ゆ

み

、

棚

に

皿

を

し

ま

い

な

が

ら

、 

ま

ゆ

み

「

で

？

今

日

は

。

何

飲

む

の

？

」 

弘

太

郎

「

じ

ゃ

あ

エ

ス

プ

レ

ッ

ソ

で

」 

ま

ゆ

み

「

か

っ

こ

つ

け

ち

ゃ

っ

て

」 

弘

太

郎

「

も

う

高

校

生

だ

か

ら

ね

」 

ま

ゆ

み

「

じ

ゃ

あ

も

う

そ

ろ

そ

ろ

お

金

と

る

か

ら

ね

」 

弘

太

郎

「

そ

こ

は

い

い

じ

ゃ

ん

。

近

所

の

よ

し

み

で

」 

ま

ゆ

み

「

近

所

だ

っ

た

の

は

弘

太

郎

が

小

さ

い

頃

で 

し

ょ

」 

 
 

 

弘

太

郎

が

テ

ー

ブ

ル

に

つ

く

姿

を

見

て

ま

ゆ 

み

、 

ま

ゆ

み

「

ね

え

弘

太

郎

な

ん

か

あ

っ

た

？

」 

弘

太

郎

「

は

？

な

ん

で

？

」 

ま

ゆ

み

「

う

う

ん

、

な

ん

と

な

く

」 

ま

ゆ

み

、

棚

か

ら

マ

キ

ネ

ッ

タ

（

直

火

式

エ 

ス

プ

レ

ッ

ソ

メ

ー

カ

ー

）

を

取

り

出

す

。 

ま

ゆ

み

「

弘

太

郎

。

や

っ

て

み

る

？

」 
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弘

太

郎

「

何

を

？

」 

マ

キ

ネ

ッ

タ

を

持

ち

上

げ

て

見

せ

る

ま

ゆ

み

。 

弘

太

郎

「

え

、

や

ら

し

て

く

れ

ん

の

？

」 

弘

太

郎

、

厨

房

に

入

る

。 

ま

ゆ

み

、

マ

キ

ネ

ッ

タ

を

持

ち

上

げ

弘

太

郎 

に

見

せ

な

が

ら

入

れ

方

の

説

明

す

る

。 

ま

ゆ

み

「
（

バ

ス

ケ

ッ

ト

を

指

し

）

こ

こ

に

コ

ー

ヒ 

ー

の

粉

入

れ

て

、

下

に

水

。

こ

の

状

態

で

火

に

か 

け

る

。

い

い

？

」 

弘

太

郎

「

う

ん

」 

ま

ゆ

み

の

手

首

に

つ

い

て

い

る

痣

が

、

服

の 

袖

口

か

ら

覗

く

。 

弘

太

郎

、

痣

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

、 

ま

ゆ

み

は

コ

ン

ロ

に

火

を

つ

け

、

マ

キ

ネ

ッ 

タ

を

乗

せ

る

。 

ま

ゆ

み

「

ポ

コ

ポ

コ

言

っ

て

く

る

か

ら

。

言

っ

た

ら 

ス

プ

ー

ン

で

か

き

混

ぜ

る

…

…

簡

単

で

し

ょ

？

」 

話

を

聞

い

て

い

な

い

弘

太

郎

、

痣

か

ら

目

が 

離

せ

な

い

。 

ま

ゆ

み

、

マ

キ

ネ

ッ

タ

か

ら

手

を

離

し

弘

太 

郎

を

見

る

。 

弘

太

郎

「

あ

あ

、

う

ん

（

視

線

を

外

し

）

簡

単

簡

単

」 

ま

ゆ

み

「

じ

ゃ

あ

次

回

か

ら

自

分

で

で

き

る

ね

」 

弘

太

郎

「

鬼

か

よ

」 

カ

ッ

プ

を

用

意

す

る

ま

ゆ

み

。 

弘

太

郎

「

今

日

は

正

孝

さ

ん

、

ま

だ

？

」 

ま

ゆ

み

「

今

日

は

遅

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

。

豆

の

買

い

付

け

行

く

っ

て

言

っ

て

た

か

ら

」 

弘

太

郎

「

そ

っ

か

」 

弘

太

郎

、

再

度

ま

ゆ

み

の

痣

に

目

を

や

る

。 

マ

キ

ネ

ッ

タ

か

ら

ふ

つ

ふ

つ

と

音

が

し

出

す

。 

 

○

同

・

店

前

（

夜

） 

弘

太

郎

を

見

送

る

ま

ゆ

み

。 

ま

ゆ

み

「

遅

い

ん

だ

か

ら

気

を

つ

け

な

さ

い

よ

」 

弘

太

郎

「

ガ

キ

じ

ゃ

ね

え

ん

だ

か

ら

」 

ま

ゆ

み

「

十

分

が

き

で

し

ょ

」 

ま

ゆ

み

、

手

を

振

る

。 

ま

ゆ

み

「

お

母

さ

ん

に

宜

し

く

ね

」 

弘

太

郎

、

出

口

へ

と

歩

く

。 
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ま

ゆ

み

、

店

前

の

『

Ｏ

Ｐ

Ｅ

Ｎ

』

の

看

板

を 

裏

返

す

。 

風

が

強

く

吹

き

、

髪

を

抑

え

な

が

ら

店

に

戻 

っ

て

い

く

。 

 
 

 

店

の

扉

が

閉

ま

る

音

が

鳴

り

、

弘

太

郎

は 

 
 

 

ゆ

っ

く

り

振

り

返

る

。 

店

内

を

伺

い

な

が

ら

ゆ

っ

く

り

と

店

に

戻 

り

、

店

の

裏

手

に

ま

わ

る

。 
す

ぐ

に

車

が

近

づ

い

て

く

る

音

が

し

、

唾

を 

飲

み

込

む

弘

太

郎

。 

 

○

同

・

店

内

（

夜

） 

ま

ゆ

み

、

厨

房

で

弘

太

郎

の

使

用

し

た

カ

ッ 

プ

を

洗

っ

て

い

る

。 

麻

袋

に

入

っ

た

大

量

の

コ

ー

ヒ

ー

豆

を

、

厨 

房

ま

で

運

ん

で

く

る

蕪

木

正

孝

（

３

１

）
。

 

ま

ゆ

み

「

重

そ

」 

正

孝

「

沢

山

買

っ

ち

ゃ

っ

た

よ

」 

ま

ゆ

み

「

美

味

し

か

っ

た

の

？

」 

正

孝

「

う

ん

。

試

飲

さ

せ

て

も

ら

っ

た

ん

だ

け

ど

、 

酸

味

柔

ら

か

く

て

す

ご

い

飲

み

や

す

く

て

さ

」 

ま

ゆ

み

「

へ

え

ー

」 

正

孝

「

飲

ん

で

み

る

？

」 

 
 

 

ま

ゆ

み

の

顔

色

が

曇

る

。 

ま

ゆ

み

「

…

…

う

ん

」 

棚

か

ら

ド

リ

ッ

プ

ケ

ト

ル

を

取

り

出

し

、

コ 

ー

ヒ

ー

を

入

れ

る

準

備

を

す

る

正

孝

。 

麻

袋

か

ら

コ

ー

ヒ

ー

豆

を

手

に

取

り

、

匂

い 

を

か

ぐ

。 

正

孝

「

い

い

匂

い

」 

ま

ゆ

み

、

皿

洗

い

を

す

る

手

に

力

が

入

る

。 

正

孝

、

豆

の

匂

い

を

嗅

ぎ

な

が

ら

ま

ゆ

み

を 

眺

め

て

い

る

。 

ふ

と

背

後

か

ら

ま

ゆ

み

に

近

付

き

、

ま

ゆ

み 

の

肩

を

殴

る

。 

ま

ゆ

み

「

う

っ

」 

床

に

崩

れ

る

ま

ゆ

み

。 

正

孝

の

拳

に

は

、

コ

ー

ヒ

ー

豆

が

握

ら

れ

て 

い

る

。 

続

け

て

背

中

を

二

、

三

発

殴

る

正

孝

。 
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起

き

上

が

ろ

う

と

す

る

ま

ゆ

み

に

正

孝

、

上 

か

ら

豆

を

ぱ

ら

ぱ

ら

と

落

と

し

、

頭

を

足

で 

踏

ん

付

け

る

。 

ま

ゆ

み

「

う

う

」 

床

に

散

ら

ば

る

コ

ー

ヒ

ー

豆

。 

 

○

同

・

店

前 

弘

太

郎

、

屈

ん

で

窓

か

ら

店

内

の

様

子

を

覗 
い

て

い

る

。 

窓

枠

を

掴

ん

で

い

る

手

に

力

が

入

る

。 

 

○

高

校

・

体

育

館

（

夕

） 

弘

太

郎

、

卓

球

台

の

前

に

立

ち

博

紀

と

ペ

ア 

に

な

っ

て

ス

マ

ッ

シ

ュ

の

練

習

を

し

て

い

る

。 

松

村

「

鯉

沼

」 

弘

太

郎

「

は

い

」 

松

村

に

、

ス

テ

ー

ジ

前

に

呼

ば

れ

る

弘

太

郎

。 

松

村

の

隣

に

百

々

子

が

恥

ず

か

し

そ

う

に

立

 
 

 

っ

て

い

る

。

 
 

松

村

「

お

ま

え

大

橋

に

な

ん

か

言

う

こ

と

あ

る

だ

ろ

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

 
 

 

顔

を

上

げ

る

と

百

々

子

の

右

頬

に

は

ガ

ー

ゼ 

が

貼

ら

れ

て

い

る

。 

ガ

ー

ゼ

か

ら

少

し

は

み

出

て

い

る

紫

色

の

痣

。 

弘

太

郎

「
（

ハ

ッ

と

し

）

…

…

」 

松

村

「

自

分

の

し

た

こ

と

な

ん

だ

か

ら

。

け

じ

め

つ

け

ろ

、

け

じ

め

」 

 
 

 

百

々

子

の

右

頬

か

ら

目

が

離

れ

な

い

弘

太

郎

。 

松

村

「

荒

井

は

大

橋

に

も

う

謝

っ

た

ぞ

」 

 
 

 

松

村

の

声

が

遠

く

な

っ

て

い

く

。 

 
 

 
 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

腕

に

痣

を

つ

け

た

ま

ゆ

み

が

部

屋

の

隅

で

震 

え

て

い

る

。 

上

か

ら

降

り

て

く

る

手

、

ま

ゆ

み

の

髪

を

掴 

み

振

り

回

す

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ ×
    

 

 
 

 

弘

太

郎

、

無

意

識

に

右

手

を

開

い

て

閉

じ

て 

を

繰

り

返

し

て

い

る

。 

そ

の

様

子

を

不

思

議

そ

う

に

見

て

い

る

百

々 
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子

。 

松

村

「

お

い

聞

い

て

ん

の

か

鯉

沼

！

」 

び

く

っ

と

し

て

弘

太

郎

、

百

々

子

の

方

を

向 

く

。 

弘

太

郎

「

あ

…

…

ご

め

ん

」 

百

々

子

、

へ

ら

っ

と

笑

う

。 

百

々

子

「

全

然

、

大

丈

夫

」 

松

村

「

い

い

か

？

大

橋

」 
百

々

子

、

縦

に

う

な

ず

く

。 

そ

の

反

応

に

松

村

、

手

を

叩

い

て

、 

松

村

「

よ

し

。

じ

ゃ

あ

練

習

は

じ

め

ん

ぞ

」 

弘

太

郎

と

百

々

子

は

、

空

い

て

い

る

台

に

向 

か

う

。 

隣

の

台

で

は

悠

太

が

練

習

し

て

い

る

。 

弘

太

郎

、

悠

太

を

気

に

す

る

が

悠

太

は

弘

太 

郎

を

見

て

い

な

い

。 

百

々

子

「

じ

ゃ

あ

、

私

出

す

ね

」 

百

々

子

、

卓

球

の

ボ

ー

ル

を

出

し

、

弘

太

郎 

が

ス

マ

ッ

シ

ュ

を

決

め

る

。 

百

々

子

、

次

々

に

ボ

ー

ル

を

出

し

て

い

く

。 

思

い

切

り

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

弘

太

郎

。 

次

々

と

ス

マ

ッ

シ

ュ

が

決

ま

っ

て

い

く

。 

と

、

ボ

ー

ル

の

一

つ

が

百

々

子

の

頬

の

ガ

ー 

ゼ

に

あ

た

る

。 

一

瞬

び

く

っ

と

す

る

が

へ

ら

っ

と

笑

う

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

ガ

ー

ゼ

か

ら

覗

く

痣

か

ら

目

が

離

れ

な

く

な 

る

。 

弘

太

郎

の

ボ

ー

ル

は

百

々

子

の

頬

に

当

た

り 

続

け

る

。 

百

々

子

、

へ

ら

へ

ら

と

し

な

が

ら

、 

百

々

子

「

あ

の

、

い

た

い

よ

」 

弘

太

郎

は

は

っ

と

し

手

を

止

め

る

。 

弘

太

郎

「

あ

…

…

ご

め

ん

…

…

」 

頬

を

手

で

触

り

な

が

ら

弘

太

郎

を

見

つ

め

る 

百

々

子

。 

悠

太

、

横

目

で

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

。 

 

○

同

・

体

育

器

具

室 
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卓

球

台

を

片

付

け

る

部

員

達

。 

最

後

に

台

を

持

ち

込

む

弘

太

郎

と

百

々

子

、 

二

人

に

な

る

。 

弘

太

郎

「

…

…

じ

ゃ

あ

、

お

つ

か

れ

」 

百

々

子

「

…

…

鯉

沼

く

ん

」 
弘

太

郎

「

ん

？

」 

百

々

子

、

近

く

の

ボ

ー

ル

カ

ー

ト

か

ら

バ

レ 

ー

ボ

ー

ル

を

一

つ

取

り

出

し

、

弘

太

郎

に

投 
げ

る

。 

咄

嗟

に

キ

ャ

ッ

チ

す

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

何

？

」 

百

々

子

「
（

へ

ら

へ

ら

し

）

打

っ

て

」 

弘

太

郎

「

え

？

」 

百

々

子

「

打

っ

て

み

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

「

ボ

ー

ル

」 

弘

太

郎

「

な

ん

で

」 

百

々

子

「

い

い

か

ら

」 

弘

太

郎

、

戸

惑

い

な

が

ら

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を 

百

々

子

に

向

け

て

打

つ

。 

百

々

子

、

構

え

な

い

。 

ボ

ー

ル

は

百

々

子

の

腰

に

当

た

り

、

落

ち

る

。 

し

ゃ

が

ん

で

ボ

ー

ル

を

拾

う

百

々

子

。 

立

ち

上

が

り

弘

太

郎

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。 

弘

太

郎

「

何

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

何

？

っ

て

」 

百

々

子

「

も

う

一

回

」 

弘

太

郎

「

え

？

」 

百

々

子

、

弘

太

郎

に

ボ

ー

ル

を

上

げ

よ

う

と 

す

る

。 

弘

太

郎

「

お

い

」 

か

ま

わ

ず

ボ

ー

ル

を

上

げ

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

ち

ょ

…

…

」 

弘

太

郎

、

思

わ

ず

ア

タ

ッ

ク

を

打

つ

。 

ボ

ー

ル

は

百

々

子

の

顔

に

ぶ

つ

か

り

跳

ね

返 

る

。 

よ

ろ

け

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

あ

…

…

」 

百

々

子

「
（

顔

を

押

さ

え

）

う

」 
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弘

太

郎

「

…

…

お

い

」 

百

々

子

、

顔

を

あ

げ

、

へ

ら

っ

と

笑

う

。 

ボ

ー

ル

が

ぶ

つ

か

っ

た

衝

撃

で

、

ガ

ー

ゼ

が

 
 

取

れ

か

か

っ

て

お

り

頬

の

痣

が

よ

く

見

え

て 

い

る

。 

器

具

室

の

端

に

飛

ん

だ

ボ

ー

ル

を

拾

い

上

げ 

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

お

い

っ

て

」 
再

び

弘

太

郎

へ

ボ

ー

ル

を

上

げ

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

、

戸

惑

い

つ

つ

ボ

ー

ル

を

打

つ

。 

ボ

ー

ル

は

百

々

子

の

肩

に

当

た

り

落

ち

る

。 

弘

太

郎

の

呼

吸

が

早

く

な

る

。 

百

々

子

、

顔

を

上

げ

る

。 

百

々

子

「

も

う

一

回

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

の

額

か

ら

汗

が

流

れ

、

頬

の

痣

の

上 

を

伝

っ

て

落

ち

る

。 

弘

太

郎

「

―

っ

」 

弘

太

郎

は

百

々

子

の

足

元

に

落

ち

た

ボ

ー

ル 

を

拾

い

、

百

々

子

に

向

け

思

い

切

り

ボ

ー

ル 

を

打

つ

。 

 

○

鯉

沼

家

・

弘

太

郎

の

部

屋

（

夜

） 

弘

太

郎

、

ベ

ッ

ド

に

寝

転

び

天

井

を

見

上

げ

る

。 

起

き

上

が

り

、

ス

ク

ー

ル

バ

ッ

グ

か

ら

卓

球 

の

ラ

ケ

ッ

ト

を

取

り

出

し

、

宙

に

向

か

っ

て

 
 

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

。 

理

子

の

声

「

弘

太

郎

―

、

ご

飯

と

っ

く

に

で

き

て

る

わ

よ

ー

」 

弘

太

郎

、

勢

い

よ

く

振

り

続

け

る

。 

段

々

と

息

が

荒

く

な

る

。 

 

○

高

校

・

廊

下

（

昼

休

み

後

）

 
 

廊

下

の

掃

除

を

し

て

い

る

男

子

生

徒

達

。 

雑

巾

掛

け

を

す

る

弘

太

郎

の

視

線

の

先

に

、 

隣

の

ク

ラ

ス

か

ら

出

て

く

る

美

保

。 

美

保

「

弘

太

郎

」 

弘

太

郎

「

よ

」 

美

保

「

よ

。

じ

ゃ

な

い

。

昨

日

ど

う

し

た

の

？

」 
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弘

太

郎

「

え

？

」 

美

保

「

一

緒

に

帰

れ

る

か

連

絡

し

た

の

に

」 

弘

太

郎

「

あ

ー

…

…

ご

め

ん

…

…

部

活

い

つ

も

よ

り

早

く

終

わ

っ

て

さ

」 

美

保

「

連

絡

返

し

て

よ

。

て

か

、

部

活

出

れ

た

ん

だ

昨

日

」 

弘

太

郎

「

あ

あ

、

謝

っ

た

か

ら

。

大

橋

さ

ん

に

」 

美

保

「

大

橋

さ

ん

な

ん

だ

っ

て

？

」 

弘

太

郎

「

え

？

あ

…

…

う

ん

」 

美

保

「

う

ん

？

」 

弘

太

郎

「

う

ん

…

…

」 

美

保

「

う

ん

て

、

何

よ

」 

弘

太

郎

「

い

や

、

謝

っ

た

ら

…

…

許

し

て

く

れ

た

よ

」 

美

保

、

弘

太

郎

に

疑

い

の

目

を

向

け

る

。 

 

○

同

・

体

育

館

（

夕

） 

卓

球

台

の

前

で

基

礎

練

習

を

し

て

い

る

部

員

。 

弘

太

郎

、

博

紀

と

ペ

ア

で

カ

ッ

ト

の

練

習

中

。 

隣

の

台

で

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

百

々

子

の

腕

に

、 

新

し

く

薄

い

紫

の

痣

が

つ

い

て

い

る

の

が

見 

え

る

。 

弘

太

郎

「

―

」 

弘

太

郎

の

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

手

に

力

が

入

る

。 

強

い

ボ

ー

ル

が

飛

び

、

博

紀

は

う

ま

く

反

応 

で

き

ず

に

ボ

ー

ル

は

変

な

方

向

へ

飛

ん

で

い 

く

。 

弘

太

郎

「

ご

め

ん

、

ミ

ス

っ

た

」 

ボ

ー

ル

は

跳

ね

て

百

々

子

の

台

の

下

へ

転

が 

る

。 

弘

太

郎

、

ボ

ー

ル

を

取

ろ

う

と

屈

む

。 

目

の

前

に

百

々

子

の

脚

。 

白

く

綺

麗

な

脚

を

見

て

、 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

、

弘

太

郎

の

視

線

に

気

付

き

へ

ら

っ 

と

笑

う

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

練

習

が

終

わ

り

、

解

散

す

る

部

員

。 

帰

る

準

備

を

す

る

弘

太

郎

の

後

方

を

つ

い

て 

歩

く

百

々

子

。 
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○

同

・

渡

り

廊

下 

弘

太

郎

の

後

方

を

つ

い

て

い

く

百

々

子

。 

弘

太

郎

、

振

り

返

ら

ず

無

言

で

そ

の

ま

ま

歩 

き

続

け

る

。 

 
○

同

・

音

楽

室 

部

活

終

わ

り

の

美

保

。 

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

を

ケ

ー

ス

へ

し

ま

う

と

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

ラ

イ

ン

を

確

認

す

る

。 

弘

太

郎

か

ら

の

連

絡

は

な

い

。 

美

保

「

も

う

ー

」 

窓

か

ら

外

を

見

る

と

、

体

育

館

裏

へ

歩

い

て 

い

く

弘

太

郎

と

百

々

子

が

見

え

る

。          

美

保

「

…

…

？

」  

○

同

・

体

育

館

裏 

薄

暗

く

人

気

が

全

く

な

い

。 

遠

く

か

ら

野

球

部

が

ボ

ー

ル

を

打

つ

音

が

聞 

こ

え

て

く

る

。 

弘

太

郎

、

足

を

止

め

て

振

り

返

る

。 

弘

太

郎

「

何

？

」 

 
 

 

百

々

子

、

気

ま

ず

そ

う

に

笑

う

。 

百

々

子

と

の

距

離

を

つ

め

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

…

…

大

橋

は

な

ん

で

俺

が

荒

井

殴

ろ

う

と 

し

た

時

、

間

に

入

っ

た

の

？

」 

 
 

百

々

子

、

へ

ら

へ

ら

し

答

え

な

い

。 

弘

太

郎

「

…

…

脚

」 

百

々

子

「

脚

？

」 

弘

太

郎

「

見

せ

て

」 

百

々

子

、

右

足

を

宙

に

上

げ

る

。 

百

々

子

「

こ

う

？

」 

白

く

綺

麗

な

脚

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

「

い

い

よ

」 

弘

太

郎

「

え

」 

百

々

子

「

蹴

っ

て

み

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

「
（

じ

っ

と

）

…

…

」 

弘

太

郎

、

あ

が

っ

た

ま

ま

の

百

々

子

の

脚

を 

横

か

ら

軽

く

蹴

る

。 
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百

々

子

「

…

…

そ

ん

な

も

ん

？

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

 
 

 

百

々

子

、

弘

太

郎

を

じ

っ

と

見

つ

め

た

ま

ま 

脚

を

上

げ

続

け

る

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

思

い

切

っ

て

百

々

子

の

脚

を

蹴

り 

つ

け

る

。 

バ

ラ

ン

ス

を

失

い

、

地

面

に

倒

れ

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

あ

っ

…

…

」 

 
 

 

顔

を

上

げ

る

百

々

子

。 

ま

ゆ

み

の

顔

を

し

て

い

る

。 

全

身

痣

だ

ら

け

の

ま

ゆ

み

。 

弘

太

郎

「

―

」 

手

に

違

和

感

を

感

じ

、

掌

を

開

く

と

コ

ー

ヒ 

ー

豆

。 

弘

太

郎

「

―

」 

百

々

子

「

ど

う

し

た

の

？

」 

弘

太

郎

、

倒

れ

た

百

々

子

の

上

に

馬

乗

り

に 

な

る

。 

顔

を

あ

げ

百

々

子

、

笑

う

。 

百

々

子

「

い

い

よ

」 

 
 

 

横

た

わ

る

百

々

子

の

周

り

に

コ

ー

ヒ

ー

豆

が 

散

ら

ば

っ

て

い

る

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

拳

を

振

り

上

げ

る

。 

 
 

 

と

、

背

後

か

ら

美

保

が

や

っ

て

来

る

。 

美

保

、

薄

暗

い

中

で

弘

太

郎

の

姿

を

確

認

し

、 

美

保

「

弘

太

郎

？

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

振

り

返

り

美

保

を

見

る

。 

弘

太

郎

「

…

…

あ

」 

美

保

「

ね

え

、

何

し

て

る

の

…

…

？

」 

 
 

 

美

保

、

近

付

い

て

く

る

。 

百

々

子

か

ら

離

れ

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

あ

。

こ

れ

は

…

…

」 

美

保

、

倒

れ

て

い

る

百

々

子

を

確

認

し

、 

美

保

「

ね

え

、

や

だ

」 

美

保

、

百

々

子

に

駆

け

寄

り

身

体

を

支

え

る

。 

美

保

「
（

弘

太

郎

を

睨

み

）

ち

ょ

っ

と

何

し

て

ん

の

」 

弘

太

郎

「

あ

…

…

」 

美

保

「

え

！

？

大

橋

さ

ん

、

ね

え

大

丈

夫

！

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

百

々

子

、

美

保

な

ど

見

え

て

い

な

い

よ

う

に

、 
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弘

太

郎

の

方

を

見

る

。 

美

保

「

大

橋

さ

ん

？

」 

百

々

子

「
（

弘

太

郎

に

）

も

う

一

回

」 

美

保

「

…

…

え

？

」 

百

々

子

「

も

う

一

回

」 

美

保

、

弘

太

郎

を

見

る

。 

情

け

な

い

弘

太

郎

の

顔

。 

困

惑

し

立

ち

上

が

る

美

保

。 

美

保

「

え

？

ち

ょ

っ

と

…

…

ど

う

い

う

…

…

」 

困

惑

し

た

ま

ま

、

そ

の

場

を

走

り

去

る

美

保

。 

弘

太

郎

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

美

保

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

掌

を

見

る

。 

何

も

な

い

。 

弘

太

郎

「

―

」 

立

ち

上

が

り

追

い

か

け

る

弘

太

郎

。 

倒

れ

た

ま

ま

そ

の

様

子

を

見

て

い

る

百

々

子

。 

 

○

同

・

校

門 

 
 

 

必

死

で

駆

け

て

行

く

弘

太

郎

。 

 

○

帰

り

道 弘

太

郎

、

走

っ

て

い

く

美

保

を

全

速

力

で

追

い

、

美

保

の

手

を

引

く

。 

弘

太

郎

「

待

っ

て

よ

」 

美

保

「

ち

ょ

っ

と

」 

美

保

、

弘

太

郎

の

手

を

振

り

ほ

ど

く

。 

美

保

「

離

し

て

」 

弘

太

郎

「

待

っ

て

っ

て

」 

手

を

払

う

美

保

。 

弘

太

郎

「

な

あ

」 

美

保

「

や

め

て

よ

」 

揉

み

合

う

二

人

。 

そ

の

勢

い

で

手

を

上

げ

よ

う

と

す

る

弘

太

郎

。 

美

保

「
（

驚

い

て

）

何

？

！

」 

弘

太

郎

、

美

保

の

声

に

手

を

下

げ

る

。 

美

保

「

や

め

て

よ

」 

弘

太

郎

「

…

…

…

…

ご

め

ん

」 

美

保

「

な

に

そ

れ

…

…

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

や

ば

い

よ

弘

太

郎

」 
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美

保

、

弘

太

郎

の

正

面

に

立

つ

。 

美

保

「

ね

え

、

ど

う

し

ち

ゃ

っ

た

の

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

ね

え

っ

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

最

近

お

か

し

い

ん

だ

よ

ね

俺

」 
美

保

「

お

か

し

い

よ

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

ね

え

ほ

ん

と

に

や

ば

い

よ

弘

太

郎

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

ね

え

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

ね

え

っ

て

」 

美

保

、

ど

ん

と

弘

太

郎

を

突

き

飛

ば

し

走

っ 

て

逃

げ

る

。 

動

け

な

い

弘

太

郎

。 

 

○

鯉

沼

家

・

弘

太

郎

の

部

屋

（

夜

） 

ベ

ッ

ド

に

突

っ

伏

す

弘

太

郎

。 

顔

を

上

げ

ス

マ

ホ

を

確

認

す

る

。 

『

明

日

放

課

後

話

せ

る

？

』 

美

保

に

送

っ

た

ラ

イ

ン

は

既

読

に

な

っ

て

い 

な

い

。 

薫

、

部

屋

に

入

っ

て

く

る

。 

薫

「

ね

え

、

ご

飯

ず

っ

と

呼

ん

で

ん

だ

け

ど

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

薫

「

毎

日

毎

日

、

迷

惑

な

ん

で

す

け

ど

」 

動

か

な

い

弘

太

郎

。 

薫

「

ね

え

、

弘

！

太

！

郎

！

待

ち

！

」 

弘

太

郎

「

う

っ

せ

ぇ

な

」 

 
 

 

目

を

丸

く

す

る

薫

。 

弘

太

郎

「

あ

、

ご

め

」 

 
 

 

プ

イ

っ

と

部

屋

を

出

て

い

く

薫

。 

薫

「

反

抗

期

か

よ

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

た

め

息

を

つ

き

ベ

ッ

ド

に

再

び

突 

っ

伏

す

。  

○

高

校

・

廊

下

（

朝

） 

美

保

の

ク

ラ

ス

の

前

で

立

っ

て

い

る

弘

太

郎

。 

教

室

か

ら

ク

ラ

ス

メ

イ

ト

と

共

に

、

教

科

書 

を

持

っ

た

美

保

が

出

て

く

る

。 
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美

保

「
（

驚

き

）

あ

」 

弘

太

郎

「

美

保

、

ち

ょ

っ

と

話

せ

る

？

」 

美

保

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

美

保

」 

ふ

い

っ

と

弘

太

郎

と

反

対

の

方

に

歩

い

て

い 

く

美

保

。 

弘

太

郎

「

ね

え

、

美

保

…

…

」 

や

る

せ

な

い

表

情

を

し

て

立

ち

尽

く

し

て

い 
る

弘

太

郎

。 

 

○

同

・

音

楽

室

（

夕

） 

美

保

、

吹

奏

楽

部

員

達

と

音

合

わ

せ

を

し

て

い

る

。 

窓

の

外

を

眺

め

な

が

ら

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

を

吹 

く

。 

変

に

力

が

入

り

、

思

っ

た

通

り

の

音

が

出

な 

い

。 

集

中

し

よ

う

と

す

る

が

ど

う

し

て

も

外

が

気 

に

な

っ

て

し

ま

う

。 

美

保

「

っ

ー

」 

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

を

下

げ

て

立

ち

上

が

る

。 

 

○

同

・

体

育

館

（

夕

） 

 
 

 

体

育

館

を

覗

く

美

保

。 

既

に

片

付

け

を

終

え

、

帰

り

始

め

て

い

る

卓 

球

部

員

。 

美

保

、

弘

太

郎

と

百

々

子

の

姿

を

探

す

が

見 

当

た

ら

な

い

。 

美

保

、

横

を

通

り

過

ぎ

よ

う

と

す

る

悠

太

に

、 

美

保

「

荒

井

君

」 

悠

太

「

え

？

」 

美

保

「

弘

太

郎

ど

こ

か

知

っ

て

る

？

」 

 
 

 

悠

太

、

嫌

な

顔

を

す

る

。 

悠

太

「

知

ら

な

い

」 

美

保

「

そ

う

だ

よ

ね

。

ご

め

ん

ね

あ

り

が

と

う

」 

 
 

 

体

育

館

の

奥

に

す

た

す

た

と

歩

い

て

い

く

美 

保

を

怪

訝

な

顔

で

見

る

悠

太

。 

 

○

同

・

体

育

館

器

具

室 

器

具

室

を

覗

く

美

保

。 
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ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

百

々

子

が

一

人

床

に

転

が

っ 

て

い

る

の

が

見

え

る

。 

美

保

「

あ

」 

美

保

、

咄

嗟

に

百

々

子

に

駆

け

寄

る

。 

美

保

「

大

橋

さ

ん

」 
百

々

子

「

…

…

」 

百

々

子

の

体

を

起

こ

す

美

保

。 

美

保

「

ね

え

…

…

大

丈

夫

？

」 

百

々

子

「

大

丈

夫

」 

 
 

 

百

々

子

の

腕

の

痣

を

見

る

美

保

。 

美

保

「

…

…

全

然

そ

う

見

え

な

い

よ

」 

百

々

子

「

大

丈

夫

」 

美

保

「

弘

太

郎

は

？

」 

百

々

子

「

い

な

い

よ

」 

美

保

「

帰

っ

た

？

」 

百

々

子

「

わ

か

ら

な

い

」 

美

保

「

大

橋

さ

ん

は

何

し

て

る

の

？

こ

こ

で

」 

百

々

子

「

待

っ

て

る

。

鯉

沼

く

ん

の

こ

と

」 

美

保

「

ど

う

し

て

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

改

め

て

百

々

子

の

身

体

に

つ

い

た

痣

を

見

る

。 

美

保

「

こ

れ

…

…

痛

く

な

い

の

？

」 

頷

く

百

々

子

。 

美

保

「

痛

そ

う

だ

よ

」 

百

々

子

、

不

思

議

そ

う

に

美

保

を

見

る

。 

美

保

「

…

…

だ

め

だ

よ

。

絶

対

。

こ

う

い

う

の

は

」 

百

々

子

「

だ

め

？

ど

う

し

て

？

」 

美

保

「

ど

う

し

て

っ

て

…

…

」 

困

惑

す

る

美

保

。 

百

々

子

は

正

面

か

ら

美

保

を

見

つ

め

、 

百

々

子

「

…

…

む

か

つ

く

？

」 

美

保

「

え

？

」 

百

々

子

「

む

か

つ

い

て

る

ん

じ

ゃ

な

い

の

？

私

の

こ 

と

」 

美

保

「

…

…

何

言

っ

て

」 

美

保

の

手

を

取

り

、

自

分

の

太

も

も

の

痣

を 

触

ら

せ

る

百

々

子

。 

百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

に

つ

け

ら

れ

た

傷

…

…

羨

ま

し 

く

な

い

の

？

」 

美

保

「

―

」 
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美

保

は

咄

嗟

に

百

々

子

の

頬

を

叩

く

。 

パ

シ

ン

と

鋭

い

音

が

響

く

。 

美

保

「

あ

」 

動

揺

す

る

美

保

。 

美

保

「

ご

め

ん

…

…

私

…

…

」 

 
 

 

百

々

子

、

へ

ら

っ

と

笑

う

。 

百

々

子

「

い

い

よ

」 

百

々

子

が

再

び

美

保

の

手

を

と

る

。 

美

保

「

え

」 

 
 

 

百

々

子

、

楽

し

そ

う

に

美

保

の

手

を

自

分

の 

頬

に

当

て

、 

百

々

子

「

い

い

よ

。

も

っ

と

」 

美

保

「
（

顔

を

赤

く

し

）

や

め

て

よ

」 

美

保

、

か

っ

と

し

て

百

々

子

を

思

い

切

り

突 

き

飛

ば

す

。 

百

々

子

が

床

に

倒

れ

る

タ

イ

ミ

ン

グ

で

、

弘 

太

郎

が

器

具

室

に

入

っ

て

く

る

。 

弘

太

郎

「

美

保

？

」 

美

保

「
（

青

ざ

め

）

弘

太

郎

…

…

」 

弘

太

郎

「

何

や

っ

て

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

百

々

子

を

見

る

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

美

保

「

違

う

の

。

私

…

…

」 

 
 

 

呼

吸

が

荒

く

な

る

弘

太

郎

。 

美

保

「

私

、

つ

い

…

…

か

っ

と

し

て

…

…

」 

 
 

 

様

子

が

お

か

し

い

弘

太

郎

に

気

づ

か

な

い

美 

保

。 

美

保

「

こ

れ

じ

ゃ

、

弘

太

郎

と

一

緒

じ

ゃ

ん

」 

弘

太

郎

「

…

…

美

保

」 

美

保

「

え

？

」 

弘

太

郎

「

ち

ょ

っ

と

手

を

貸

し

て

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

百

々

子

を

起

き

上

が

ら

せ

る

。 

美

保

「

あ

…

…

」 

 
 

 

美

保

、

駆

け

寄

り

百

々

子

の

肩

を

支

え

る

。 

弘

太

郎

「

美

保

、

そ

の

ま

ま

肩

持

っ

て

て

」 

美

保

「

う

ん

」 

と

、

弘

太

郎

は

百

々

子

の

頬

を

叩

く

。 

振

動

が

美

保

に

伝

わ

る

。 

美

保

「

え

」 

更

に

強

い

ビ

ン

タ

が

飛

び

、

衝

撃

を

感

じ

目 
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を

瞑

る

百

々

子

。 

美

保

「

ち

ょ

っ

と

」 

 
 

 

百

々

子

、

す

ぐ

に

笑

顔

に

な

る

。 

弘

太

郎

、

今

度

は

百

々

子

の

脚

を

蹴

る

。 

鈍

い

音

が

し

、

バ

ラ

ン

ス

を

崩

し

た

百

々

子 

は

背

後

に

あ

る

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

カ

ー

ト 

に

ぶ

つ

か

る

。 

脚

が

少

し

切

れ

、

血

が

流

れ

る

。 
美

保

、

驚

い

て

百

々

子

に

近

づ

く

。 

美

保

「

…

…

ね

え

」 

百

々

子

「

大

丈

夫

」 

美

保

「

で

も

跡

に

な

っ

ち

ゃ

う

よ

…

…

」 

百

々

子

、

上

ジ

ャ

ー

ジ

の

フ

ァ

ス

ナ

ー

を

下

げ

肩

を

露

出

さ

せ

る

。 

と

こ

ろ

ど

こ

ろ

紫

色

に

変

色

し

て

い

る

百

々 

子

の

肩

。 

美

保

「

あ

っ

…

…

」 

美

保

は

思

わ

ず

痣

に

触

れ

る

。 

美

保

「

こ

れ

、

全

部

弘

太

郎

が

…

…

？

」 

痣

を

な

ぞ

り

な

が

ら

、

呼

吸

が

荒

く

な

る

美 

保

。 

百

々

子

「

そ

う

だ

よ

」 

 
 

 

百

々

子

は

美

保

に

足

を

向

け

る

。 

百

々

子

「

い

い

よ

…

…

ム

カ

つ

く

で

し

ょ

？

」 

 
 

 

美

保

、

顔

を

赤

く

し

百

々

子

の

足

を

パ

シ

リ 

と

叩

く

。 

百

々

子

「

も

っ

と

、

も

っ

と

い

い

よ

」 

美

保

「
（

葛

藤

）

―

っ

」 

再

度

美

保

の

手

に

力

が

入

っ

た

瞬

間

、

外

が 

騒

が

し

く

な

る

。 

百

々

子

「

…

…

」 

百

々

子

、

フ

ァ

ス

ナ

ー

を

閉

め

ふ

ら

っ

と

立 

ち

上

が

り

、 

百

々

子

「

じ

ゃ

あ

ま

た

明

日

」 

器

具

室

を

出

て

い

く

百

々

子

。 

美

保

「

…

…

」 

取

り

残

さ

れ

る

弘

太

郎

と

美

保

。 

気

ま

ず

い

顔

の

二

人

。 

美

保

、

視

線

を

下

に

向

け

る

と

、

床

に

数

滴 

の

血

。 
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学

生

が

近

づ

い

て

く

る

気

配

に

、

思

わ

ず

自

 
 

分

の

ブ

レ

ザ

ー

の

袖

で

血

を

拭

く

。 

 

○

川

沿

い

（

夜

） 

 
 

 

百

々

子

、

一

人

ス

キ

ッ

プ

し

な

が

ら

下

校

し 

て

い

る

。  

○

鯉

沼

家

・

弘

太

郎

の

部

屋

（

夜

） 
ベ

ッ

ド

の

上

で

、

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

弘

太

郎

。 

段

々

と

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

る

ペ

ー

ス

が

上

が

り

、 

枕

を

ラ

ケ

ッ

ト

で

叩

き

始

め

る

弘

太

郎

。 

息

が

上

が

っ

て

い

く

。 

理

子

の

声

「

弘

太

郎

―

う

る

さ

い

音

す

ん

の

や

め

な 

さ

い

ー

近

所

迷

惑

で

し

ょ

」 

か

ま

わ

ず

ラ

ケ

ッ

ト

を

振

り

続

け

よ

う

と

す 

る

弘

太

郎

。 

枕

元

に

置

い

た

携

帯

が

鳴

る

。 

美

保

か

ら

の

着

信

。 

躊

躇

す

る

が

結

局

電

話

に

出

る

弘

太

郎

。 

美

保

の

声

「

弘

太

郎

？

」 

弘

太

郎

「

う

ん

」 

美

保

の

声

「

…

…

あ

の

さ

あ

…

…

」 

弘

太

郎

「

う

ん

」 

美

保

の

声

「

…

…

こ

な

い

だ

貸

し

た

参

考

書

あ

る

じ 

ゃ

ん

」 

弘

太

郎

「

え

？

」 

美

保

の

声

「

参

考

書

」 

弘

太

郎

「

…

…

あ

、

あ

ー

」 

美

保

の

声

「

あ

れ

、

里

美

が

次

貸

し

て

ほ

し

い

っ

て

」 

弘

太

郎

「

あ

あ

」 

美

保

の

声

「

終

わ

っ

て

る

？

」 

弘

太

郎

「

い

や

、

ま

だ

だ

け

ど

…

…

そ

れ

な

ら

、

今 

日

終

わ

ら

せ

る

わ

」 

 

○

野

口

家

・

美

保

の

部

屋 

 
 

 

本

棚

に

は

、

大

量

の

参

考

書

が

詰

ま

っ

て

い 

る

。 

 
 

 

勉

強

机

に

座

り

、

弘

太

郎

と

話

を

し

て

い

る 

美

保

。 

美

保

「

う

う

ん

…

…

そ

ん

な

に

急

ぎ

じ

ゃ

な

い

か

ら

、 
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来

週

と

か

で

、

い

い

ん

だ

け

ど

さ

…

…

」 

弘

太

郎

の

声

「

あ

あ

、

う

ん

」 

美

保

「

…

…

そ

れ

だ

け

」 

弘

太

郎

の

声

「

…

…

」 

美

保

「

…

…

じ

ゃ

あ

ね

」 
弘

太

郎

の

声

「

あ

…

…

待

っ

て

、

美

保

」 

美

保

「

…

…

な

に

？

」 

弘

太

郎

の

声

「

明

日

…

…

部

活

終

わ

っ

た

ら

教

室

に 

居

る

と

思

う

」 

美

保

「

…

…

」 

弘

太

郎

の

声

「

別

に

先

帰

っ

て

て

も

い

い

し

…

…

」 

美

保

「

…

…

あ

あ

、

う

ん

…

…

わ

か

っ

た

」 
 

美

保

、

通

話

を

切

る

。 

美

保

「
（

何

か

考

え

て

い

る

よ

う

に

）

…

…

」 

机

の

中

に

隠

す

よ

う

に

し

ま

わ

れ

て

い

る

少 

女

漫

画

雑

誌

を

取

り

出

す

。 

ペ

ー

ジ

を

ぱ

ら

ぱ

ら

と

捲

り

、

適

当

に

読

み 

進

め

る

。 

つ

き

あ

い

た

て

の

学

生

の

恋

愛

の

い

ざ

こ

ざ 

が

描

か

れ

て

い

る

。 

つ

ま

ら

な

そ

う

な

表

情

で

更

に

ペ

ー

ジ

を

捲 

り

、

お

悩

み

相

談

室

コ

ー

ナ

ー

の

ペ

ー

ジ

で 

手

を

止

め

る

。 

 
 

 

『

気

に

な

る

相

手

へ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

方

法

が 

わ

か

り

ま

せ

ん

』 

『

受

験

勉

強

を

と

る

べ

き

か

彼

氏

を

と

る

べ 

き

か

』 

物

足

り

な

そ

う

に

、

雑

誌

を

閉

じ

て

ベ

ッ

ド 

に

仰

向

き

に

大

の

字

に

寝

転

が

る

。 

美

保

「

あ

あ

ー

」 

右

に

左

に

ご

ろ

ご

ろ

と

転

が

っ

て

い

る

と

、 

ハ

ン

ガ

ー

に

か

け

た

ブ

レ

ザ

ー

が

目

に

入

る

。 

美

保

「

あ

」 

 

○

洗

面

台 

 
 

 

美

保

、

洗

面

台

に

水

を

張

っ

て

、

液

体

洗

剤 

を

垂

ら

す

。 

ブ

レ

ザ

ー

を

つ

け

よ

う

と

す

る

と

こ

ろ

に

野 

口

幸

（

４

１

）

が

顔

を

出

す

。 

幸

「

ち

ょ

っ

と

な

に

汚

し

た

の

よ

」 
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美

保

「

あ

、

美

術

で

絵

具

、

裾

に

つ

け

ち

ゃ

っ

て

」 

幸

「

も

う

。

高

い

ん

だ

か

ら

気

を

付

け

て

よ

？

」 

美

保

「

は

い

」 

幸

「

ね

え

。

次

の

試

験

は

ど

う

な

の

？

勉

強

進

ん

で

る

？

」 
美

保

「

…

…

う

ん

。

問

題

な

い

と

思

う

」 

幸

「

こ

の

ま

ま

の

調

子

で

い

け

ば

、

推

薦

も

ら

え 

る

ん

だ

か

ら

頑

張

り

な

さ

い

よ

」 

美

保

「

…

…

は

い

」 

 
 

 

幸

、

出

て

行

く

。 

 
 

 

美

保

、

ブ

レ

ザ

ー

を

洗

お

う

と

裾

を

持

ち

上 

げ

る

が

、

手

を

止

め

る

。 

幸

が

い

な

い

こ

と

を

確

認

し

、

ブ

レ

ザ

ー

 
 

に

つ

い

た

百

々

子

の

血

の

匂

い

を

か

ぐ

。 

美

保

「

…

…

」 

恥

ず

か

し

く

な

り

す

ぐ

に

裾

を

つ

け

、

バ

シ 

ャ

バ

シ

ャ

と

洗

う

。 

 

○

高

校

・

教

室

（

昼

） 

授

業

を

受

け

て

い

る

弘

太

郎

。 

ノ

ー

ト

を

書

く

フ

リ

を

し

な

が

ら

、

隣

の

席 

の

百

々

子

の

足

に

視

線

を

落

と

す

。 

貼

ら

れ

た

い

く

つ

も

の

絆

創

膏

か

ら

紫

色

の 

痣

が

は

み

出

し

て

い

る

。 

 

○

同

・

廊

下

（

夕

） 

部

活

終

わ

り

、

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

弘

太

郎

が

早 

足

で

歩

く

。 

後

ろ

を

同

じ

く

ジ

ャ

ー

ジ

姿

の

百

々

子

が

つ 

い

て

い

く

。 

 

○

同

・

吹

奏

楽

部

室

前

廊

下 

ト

ラ

ン

ペ

ッ

ト

ケ

ー

ス

を

持

っ

た

美

保

が

部 

室

か

ら

出

て

く

る

。 

吹

奏

楽

部

員

「

あ

れ

美

保

、

パ

ー

ト

練

し

て

か

な

い

の

？

」 

美

保

「

ご

め

ん

。

今

日

用

事

あ

る

ん

だ

」 

廊

下

を

早

足

で

か

け

て

い

く

美

保

。 

 

○

同

・

教

室 
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電

気

が

つ

い

て

い

な

い

教

室

。 

 
 

 

外

は

日

が

落

ち

か

け

て

お

り

、

オ

レ

ン

ジ

色 

に

照

ら

さ

れ

る

教

室

。 

そ

の

中

で

弘

太

郎

、

椅

子

に

座

っ

て

い

る

百 

々

子

の

腕

を

卓

球

の

ラ

ケ

ッ

ト

で

パ

シ

パ

シ 

叩

い

て

い

る

。 

ス

マ

ッ

シ

ュ

を

打

つ

よ

う

に

手

を

振

り

、

ゆ 

っ

く

り

と

百

々

子

の

腕

に

ラ

ケ

ッ

ト

を

当

て 
る

。 

パ

シ

、

パ

シ

と

音

が

教

室

中

に

響

く

。 

ド

ア

が

開

く

音

。 

振

り

返

る

百

々

子

。 

気

ま

ず

そ

う

に

美

保

が

入

っ

て

く

る

。 

百

々

子

、

顔

を

上

げ

、

嬉

し

そ

う

な

顔

を

す 

る

。 

百

々

子

「

野

口

さ

ん

」 

 
 

 

美

保

、

顔

が

赤

く

な

る

の

を

誤

魔

化

す

よ

う 

に

す

た

す

た

と

早

足

で

二

人

の

間

ま

で

歩

き

、 

百

々

子

の

頰

を

掌

で

叩

く

。 

嬉

し

そ

う

に

耐

え

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

美

保

」 

美

保

、

も

う

一

度

、

百

々

子

の

頰

を

叩

く

。 

美

保

「

ム

カ

つ

く

」 

百

々

子

、

キ

ラ

キ

ラ

し

た

顔

で

真

っ

直

ぐ

に 

美

保

に

向

く

。 

百

々

子

「

も

っ

と

」 

再

び

叩

く

美

保

。 

二

人

の

様

子

を

じ

っ

と

見

て

い

た

弘

太

郎

、 

我

慢

で

き

ず

に

反

対

側

か

ら

百

々

子

の

腕

を 

ラ

ケ

ッ

ト

で

叩

く

。 

百

々

子

の

頰

と

腕

、

真

っ

赤

に

な

る

。 

百

々

子

「

ふ

ふ

」 

弘

太

郎

が

ラ

ケ

ッ

ト

を

机

の

上

に

置

き

、

百 

々

子

を

素

手

で

叩

こ

う

と

腕

を

あ

げ

る

。 

廊

下

か

ら

生

徒

の

声

と

、

走

る

音

が

近

付

い 

て

く

る

。 

弘

太

郎

と

美

保

は

手

を

止

め

る

。 

す

ぐ

近

く

で

声

。 

男

子

生

徒

「

ほ

ん

と

に

教

室

に

忘

れ

た

の

か

よ

」 

女

子

生

徒

「

え

ー

そ

う

思

う

ん

だ

け

ど

」 
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微

動

だ

に

し

な

い

美

保

と

弘

太

郎

を

よ

そ

に

、 

弘

太

郎

の

ラ

ケ

ッ

ト

で

自

分

の

腕

を

パ

シ

パ 

シ

と

打

っ

て

遊

ん

で

い

る

百

々

子

。 

男

子

生

徒

「

先

輩

達

待

っ

て

ん

だ

か

ら

さ

あ

。

今

日

別

に

い

い

じ

ゃ

ん

？

置

い

て

っ

て

も

」 
女

子

生

徒

「

え

ー

」 

廊

下

の

声

が

遠

く

な

る

。 

美

保

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

、

笑

い

出

す

。 

百

々

子

「

び

っ

く

り

し

た

ー

」 

つ

ら

れ

て

笑

う

美

保

。 

美

保

「

び

っ

く

り

し

た

」 

百

々

子

の

肩

を

軽

く

手

で

叩

く

美

保

。 

百

々

子

「

び

っ

く

り

し

た

ー

」 

き

ゃ

っ

き

ゃ

す

る

二

人

。 

強

張

っ

て

い

た

弘

太

郎

の

顔

が

緩

む

。 

ぴ

ょ

ん

と

立

ち

上

が

っ

て

百

々

子

、 

百

々

子

「

ね

え

、

次

は

？

」 

 
 

 

百

々

子

の

真

っ

直

ぐ

な

眼

差

し

。 

 
 

 
 

○

同

・

校

庭

実

景  

○

同

・

実

験

室

（

日

替

わ

り

） 

 
 

 

化

学

の

実

験

中

。

 
 

 
 

 

い

く

つ

か

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

実

験

を 

し

て

い

る

。 

 
 

 

机

の

上

の

ア

ル

コ

ー

ル

ラ

ン

プ

が

、

薬

品

を 

入

れ

た

ビ

ー

カ

ー

を

熱

し

て

い

る

。 

美

保

の

声

「

大

橋

さ

ん

は

さ

」 

 
 

 

ラ

ン

プ

の

火

に

掌

を

近

づ

け

る

百

々

子

。 

 
 

 

手

を

温

め

な

が

ら

大

き

な

瞳

で

じ

っ

と

火

を 

見

つ

め

て

い

る

。 

美

保

の

声

「

痛

い

の

が

好

き

な

の

？

」 

ゆ

ら

ゆ

ら

と

揺

れ

る

ラ

ン

プ

の

火

。 

百

々

子

の

声

「

う

ん

」 

 

○

同

・

体

育

館

裏

（

日

替

わ

り

・

夜

） 

 
 

 

集

ま

っ

て

い

る

弘

太

郎

、

百

々

子

、

美

保

。 

弘

太

郎

が

ラ

イ

タ

ー

を

取

り

出

し

、

火

を

つ 
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け

る

。 

暗

闇

の

中

、

ぼ

お

と

燃

え

る

火

に

美

保

、

手 

を

近

づ

け

て

み

る

。 

顔

を

歪

め

す

ぐ

に

手

を

離

す

。 

美

保

の

声

「

な

ん

で

痛

い

の

が

好

き

な

の

？

」 

百

々

子

、

笑

っ

て

ラ

イ

タ

ー

に

自

分

も

人

差

 
 

 

し

指

を

近

づ

け

る

。 

火

に

指

を

さ

っ

と

通

す

。 

百

々

子

の

声

「

生

き

て

る

っ

て

感

じ

が

す

る

」 

美

保

の

声

「

生

き

て

る

？

」 

百

々

子

と

美

保

、

き

ゃ

っ

き

ゃ

と

弘

太

郎

の

 
 

 

点

け

る

火

に

手

を

近

づ

け

た

り

離

し

た

り

し

 
 

て

遊

ぶ

。 

百

々

子

の

声

「

そ

う

。

生

き

て

る

っ

て

感

じ

」 

 
 

 

炎

に

入

っ

て

行

く

百

々

子

の

指

。 

 

○

教

室

(

日

替

わ

り

） 

黒

板

消

し

で

美

保

に

た

た

か

れ

て

い

る

百

々 

子

。

戯

れ

あ

う

二

人

。 

百

々

子

の

声

「

野

口

さ

ん

は

ど

う

し

て

？

」 

弘

太

朗

、

教

師

用

の

長

い

定

規

を

取

り

出

し 

百

々

子

の

脚

を

た

た

く

。 

美

保

の

声

「

な

ん

か

…

…

な

ん

か

大

人

み

た

い

」 

百

々

子

の

声

「

大

人

？

」 

チ

ョ

ー

ク

の

粉

が

舞

う

中

で

、

百

々

子

戯

れ 

な

が

ら

く

る

く

る

と

廻

る

。 

美

保

の

声

「

う

ん

。

い

け

な

い

こ

と

、

し

て

る

み

た 

い

で

。

大

人

に

な

っ

た

み

た

い

」 

 

○

喫

茶

店

「

梟

」

・

店

内 

 
 

 

カ

ウ

ン

タ

ー

の

奥

で

震

え

て

い

る

ま

ゆ

み

。 

 
 

 

正

孝

、

コ

ン

ロ

の

火

を

止

め

て

ド

リ

ッ

プ

ポ 

ッ

ト

を

持

ち

上

げ

る

。 

 
 

 

ま

ゆ

み

の

上

で

ド

リ

ッ

プ

ポ

ッ

ト

を

斜

め

に 

傾

け

る

正

孝

。 

 

○

同

・

店

前 

 
 

 

看

板

が

『

Ｃ

Ｌ

Ｏ

Ｓ

Ｅ

』

に

な

っ

て

い

る

。 

微

か

に

聞

こ

え

る

ま

ゆ

み

の

悲

鳴

。 
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○

教

室

（

夕

） 

 
 

 

美

保

、

濡

ら

し

た

雑

巾

で

百

々

子

の

痣

を

冷 

や

し

て

い

る

。 

美

保

「

弘

太

郎

は

？

」 

弘

太

郎

「

え

？

」 
美

保

「

弘

太

郎

は

な

ん

で

？

」 

弘

太

郎

「

な

ん

で

？

」 

 
 

 
戸

惑

う

弘

太

郎

。 

美

保

「

な

ん

で

こ

う

い

う

こ

と

し

て

る

の

」 

 
 

 

百

々

子

も

キ

ラ

キ

ラ

し

た

眼

で

弘

太

郎

を

見 

る

。 

額

に

冷

や

汗

が

浮

か

ぶ

。 

弘

太

郎

「

な

ん

で

だ

ろ

」 

 
 

 

美

保

と

百

々

子

と

視

線

が

合

わ

せ

ら

れ

な

い

。 

そ

ん

な

弘

太

郎

に

百

々

子

笑

っ

て

、 

百

々

子

「

楽

し

い

な

ら

な

ん

で

も

い

い

よ

」 

美

保

「

…

…

ま

あ

い

っ

か

」 

 
 

 

美

保

と

百

々

子

、

笑

い

出

す

。 

つ

ら

れ

て

愛

想

笑

う

弘

太

郎

。 

 

○

校

門

（

夕

） 

楽

し

そ

う

に

帰

っ

て

い

る

美

保

と

百

々

子

。 

後

ろ

を

つ

い

て

歩

く

弘

太

郎

。

元

気

が

な

い

。 

美

保

「

で

、

弘

太

郎

そ

こ

で

こ

け

る

の

。

び

っ

く

り

し

ち

ゃ

っ

て

私

」 

校

門

の

外

に

立

っ

て

い

る

大

橋

聡

（

４

５

） 

の

姿

を

確

認

し

、

急

に

立

ち

止

ま

る

百

々

子

。 

襟

の

よ

れ

た

Ｔ

シ

ャ

ツ

と

短

パ

ン

姿

に

、

整 

え

ら

れ

て

い

な

い

髪

。 

 
 

 

だ

ら

し

の

な

い

格

好

を

す

る

聡

を

見

、

不

審 

そ

う

な

顔

で

前

を

通

り

過

ぎ

よ

う

と

す

る

美 

保

。 

聡

「

百

々

子

」 

百

々

子

「

…

…

」 

 
 

 

下

を

向

き

足

を

止

め

る

百

々

子

。 

聡

「

遅

い

か

ら

心

配

し

て

き

ち

ゃ

っ

た

よ

」 

美

保

「
（

百

々

子

を

見

）

…

…

」 

百

々

子

「

部

活

っ

て

言

っ

て

る

よ

ね

」 

 
 

 

聡

、

び

く

び

く

し

出

す

。 

聡

「

そ

う

だ

よ

ね

。

ご

め

ん

ね

」 
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聡

、

百

々

子

を

抱

き

し

め

る

。 

弘

太

郎

「
（

ギ

ョ

ッ

と

し

）

…

…

」 

聡

「

本

当

に

本

当

に

心

配

だ

っ

た

ん

だ

よ

。

百

々

子 

が

居

な

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

時

の

こ

と

を

考

え

た

ら 

い

て

も

た

っ

て

も

い

ら

れ

な

く

っ

て

…

…

」 

 
 

 

聡

、

百

々

子

の

腰

を

さ

す

り

な

が

ら

泣

き

そ 

う

な

声

を

あ

げ

る

。 

百

々

子

は

戸

惑

う

弘

太

朗

と

美

保

を

置

い

て

、 
聡

の

手

を

引

き

、

歩

き

だ

す

。 

百

々

子

に

連

れ

て

行

か

れ

る

聡

。 

弘

太

郎

「
（

困

惑

し

）

…

…

」 

美

保

「

お

、

大

橋

さ

ん

ま

た

明

日

」 

百

々

子

、

無

視

し

て

歩

い

て

い

く

。 

 

○

帰

り

道 

 
 

 

聡

と

百

々

子

、

手

を

繋

い

で

歩

い

て

い

る

。 

 
 

 

無

表

情

の

百

々

子

。 

聡

「

百

々

子

。

さ

っ

き

の

お

と

も

だ

ち

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

 
 

 

聡

の

表

情

、

険

し

く

な

る

。 

聡

「

後

ろ

に

い

た

男

の

子

も

？

お

と

も

だ

ち

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

聡

「
（

繋

い

だ

手

を

見

て

）

最

近

百

々

子

は

よ

く

怪 

我

を

す

る

ね

。

部

活

で

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

聡

「

そ

れ

と

も

お

と

も

だ

ち

が

関

係

し

て

る

の

？

」 

百

々

子

「

ど

う

で

も

い

い

で

し

ょ

」 

 
 

 

百

々

子

の

強

い

口

調

に

、

百

々

子

の

手

を

強 

く

握

る

聡

。 

百

々

子

、

な

ん

の

反

応

も

し

な

い

。 

 

○

教

室

（

翌

日

・

朝

） 

百

々

子

、

席

に

伏

せ

て

い

る

。 

そ

の

後

ろ

を

通

っ

て

、

席

に

つ

く

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

お

は

よ

」 

百

々

子

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

今

日

ど

う

す

る

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

美

保

、

部

活

今

日

な

い

ら

し

い

ん

だ

よ

ね

」 

百

々

子

「

…

…

」
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無

視

さ

れ

続

け

、

途

方

に

暮

れ

る

弘

太

郎

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

授

業

中

、

弘

太

郎

は

百

々

子

の

様

子

を

気

に 

す

る

が

ず

っ

と

伏

せ

た

ま

ま

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

      

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

が

終

了

す

る

と

、

百

々

子

は 

す

ぐ

に

立

ち

上

が

り

部

活

に

向

か

お

う

と

す 
る

。 

弘

太

郎

「

な

あ

、

大

橋

」 

 
 

 

無

視

し

て

教

室

を

出

る

百

々

子

。 

 

○

同

・

廊

下 

 
 

 

追

っ

て

教

室

か

ら

出

て

く

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

大

橋

っ

て

」 

小

走

り

で

逃

げ

る

百

々

子

。 

弘

太

郎

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

よ

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

追

っ

て

い

く

。 

 

○

同

・

階

段 

 
 

 

弘

太

郎

、

階

段

を

降

り

る

百

々

子

を

追

っ

て 

行

く

。 

一

向

に

止

ま

る

気

配

が

な

い

百

々

子

。 

弘

太

郎

「
（

大

声

で

）

今

日

部

活

さ

ぼ

っ

て

コ

ー

ヒ 

ー

飲

み

行

か

な

い

？

」 

立

ち

止

ま

る

き

ょ

と

ん

顔

の

百

々

子

。 

 

○

喫

茶

店

「

梟

」

・

店

前

（

夕

） 

 
 

 

店

前

に

一

台

車

が

止

ま

っ

て

い

る

。 

 

○

同

・

店

内 

客

席

に

座

る

弘

太

郎

の

隣

に

美

保

、

向

か

い 

に

百

々

子

。 

店

内

に

は

他

に

一

組

客

が

い

る

。 

そ

わ

そ

わ

す

る

三

人

の

元

に

ま

ゆ

み

が

飲

み

 
 

 

物

を

運

ん

で

く

る

。 

美

保

と

弘

太

郎

の

前

に

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

、 

百

々

子

の

前

に

オ

レ

ン

ジ

ジ

ュ

ー

ス

。 

ま

ゆ

み

「

珍

し

い

ね

。

弘

太

郎

が

お

友

達

連

れ

て

く 

る

の

。

し

か

も

可

愛

い

女

の

子

２

人

も

」 
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照

れ

る

美

保

。 

弘

太

郎

「

う

る

せ

え

よ

。

て

か

珍

し

い

じ

ゃ

ん

、

他 

に

お

客

さ

ん

い

ん

の

」 

ま

ゆ

み

「

残

念

で

し

た

。

い

つ

も

暇

な

わ

け

じ

ゃ

あ 

り

ま

せ

ー

ん

」 

笑

い

な

が

ら

厨

房

に

戻

っ

て

い

く

ま

ゆ

み

。 

弘

太

郎

、

ま

ゆ

み

の

首

元

の

包

帯

を

気

に

す 

る

。 

美

保

「

知

り

合

い

？

」 

弘

太

郎

「

あ

ー

う

ん

。

小

さ

い

頃

、

近

所

に

住

ん

で 

て

」 

美

保

「

へ

え

ー

…

…

」 

百

々

子

「

…

…

」 

三

人

は

無

言

で

飲

み

物

を

飲

む

。 

美

保

「

お

い

し

い

」 

店

の

外

に

一

台

、

新

た

に

車

が

停

ま

る

。 

外

を

気

に

す

る

弘

太

郎

。 

美

保

「

お

、

大

橋

さ

ん

っ

て

さ

、

ど

う

し

て

卓

球

部

、 

入

っ

た

の

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

美

保

「

ほ

ら

私

吹

奏

楽

部

だ

け

ど

、

た

ま

に

三

階

の 

窓

か

ら

見

え

る

ん

だ

よ

ね

。

大

橋

さ

ん

が

嫌

そ

う 

に

走

っ

て

る

姿

。

運

動

、

好

き

じ

ゃ

な

い

の

か

な 

っ

て

」 

百

々

子

「

…

…

」 

正

孝

、

買

い

物

袋

を

持

っ

て

入

っ

て

く

る

。 

弘

太

郎

に

気

づ

き

、 

正

孝

「

あ

あ

、

い

ら

っ

し

ゃ

い

」 

弘

太

郎

「

ど

も

」 

美

保

「

こ

ん

に

ち

は

」 

 
 

 

百

々

子

、

ス

ト

ロ

ー

で

ジ

ュ

ー

ス

を

吸

い

な 

が

ら

、 

百

々

子

「

…

…

中

学

で

、

授

業

で

や

っ

た

こ

と

あ

っ 

た

か

ら

」 

美

保

「

え

？

」 

百

々

子

「

卓

球

」 

美

保

「

そ

れ

だ

け

？

」 

百

々

子

「

ほ

ん

と

は

や

り

た

く

な

い

」 

美

保

「

…

…

」 

百

々

子

「

部

活

。

ほ

ん

と

は

や

り

た

く

な

い

け

ど

、 
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家

に

い

た

く

な

い

か

ら

」 

美

保

「

…

…

」 

弘

太

郎

「

な

あ

、

昨

日

の

っ

て

お

父

さ

ん

？

」 

百

々

子

の

顔

色

が

曇

る

。 

美

保

、

机

の

下

で

弘

太

郎

を

蹴

る

。 
弘

太

郎

「

い

っ

」 

美

保

「
（

慌

て

）

凄

く

仲

良

さ

そ

う

だ

っ

た

よ

ね

。 

私

ん

家

な

ん

か

お

父

さ

ん

と

超

仲

悪

い

か

ら

羨

ま

し

い

な

っ

て

…

…

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

「

…

…

」 

黙

る

三

人

。 

美

保

、

ひ

た

す

ら

飲

み

物

を

飲

む

。 

 
 

 

他

の

客

が

店

を

出

て

行

く

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

鞄

か

ら

財

布

を

取

り

出

す

。 

弘

太

郎

「

そ

ろ

そ

ろ

出

よ

う

」 

美

保

「

え

え

？

も

う

？

」 

立

ち

上

が

る

弘

太

郎

。 

美

保

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

よ

ー

」 

 
 

 

ア

イ

ス

コ

ー

ヒ

ー

を

急

い

で

飲

む

美

保

。 

弘

太

郎

「
（

ま

ゆ

み

に

）

お

会

計

」 

ま

ゆ

み

「

え

、

も

う

行

く

の

？

も

っ

と

居

れ

ば

い

い 

の

に

」 

弘

太

郎

「

ま

た

く

る

よ

」 

 
 

 

レ

ジ

の

ト

レ

ー

に

二

千

円

出

す

。 

ま

ゆ

み

「

別

に

今

日

も

い

い

わ

よ

」 

弘

太

郎

「

今

日

は

い

い

」 

ま

ゆ

み

「

か

っ

こ

つ

け

ち

ゃ

っ

て

」 

 
 

 

お

金

を

受

け

取

る

ま

ゆ

み

。 

美

保

「
（

ま

ゆ

み

に

）

ご

ち

そ

う

さ

ま

で

す

」 

ま

ゆ

み

「

は

ー

い

」 

 
 

 

ま

ゆ

み

、

手

を

ひ

ら

ひ

ら

と

振

る

。 

店

を

出

て

い

く

三

人

。 

カ

ウ

ン

タ

ー

の

正

孝

、

出

て

行

く

百

々

子

の 

絆

創

膏

を

見

て

い

る

。 

 

○

同

・

店

前

（

夜

） 

 
 

 

す

た

す

た

と

歩

い

て

行

く

弘

太

郎

に

、

つ

い 

て

行

く

美

保

と

百

々

子

。 

美

保

「

も

う

そ

ん

な

急

い

で

ど

こ

行

く

の

よ

」 
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立

ち

止

ま

り

二

人

を

振

り

返

る

弘

太

郎

。 

 
 

 

目

が

ギ

ラ

つ

い

て

い

る

。 

 

○

同

・

店

内 

 
 

 

店

の

閉

店

作

業

を

し

て

い

る

正

孝

と

ま

ゆ

み

。 
正

孝

「

弘

太

郎

君

何

し

に

？

」 

ま

ゆ

み

「

彼

女

自

慢

で

も

し

に

き

た

ん

じ

ゃ

な

い

？

」 

正

孝

「

ど

っ

ち

が

彼

女

？

」 

ま

ゆ

み

「

ん

ー

、

隣

に

座

っ

て

た

子

じ

ゃ

な

い

？

」 

正

孝

「

も

う

一

人

は

？

」 

ま

ゆ

み

「

ん

ー

彼

女

の

お

友

達

か

な

」 

正

孝

「

…

…

」 

 
 

 

正

孝

は

コ

ー

ヒ

ー

を

淹

れ

始

め

る

が

、

テ

ー 

ブ

ル

を

拭

い

て

お

り

気

付

か

な

い

ま

ゆ

み

。 

正

孝

「

い

く

つ

だ

っ

け

」 

ま

ゆ

み

「

高

校

一

年

生

」 

正

孝

「

も

う

そ

ん

な

か

」 

ま

ゆ

み

「

も

う

そ

ん

な

よ

ー

」 

正

孝

「

若

い

時

の

俺

に

似

て

る

と

思

う

ん

だ

よ

な

、 

弘

太

郎

君

」 

ま

ゆ

み

「
（

笑

っ

て

）

え

ー

？

全

然

似

て

な

い

よ

？

」 

 
 

 

ま

ゆ

み

、

正

孝

が

コ

ー

ヒ

ー

を

淹

れ

て

い

る 

の

に

気

が

つ

き

、

カ

ウ

ン

タ

ー

に

行

く

の

を 

や

め

る

。 

ま

ゆ

み

「

私

、

ゴ

ミ

捨

て

行

っ

て

こ

よ

う

か

な

」 

正

孝

「

い

い

よ

、

明

日

朝

俺

が

行

く

か

ら

」 

ま

ゆ

み

「

…

…

」 

正

孝

、

ま

ゆ

み

の

前

へ

、

コ

ー

ヒ

ー

を

運

ぶ

。 

に

こ

に

こ

と

笑

っ

て

い

る

。 

正

孝

「

当

て

て

み

て

」 

ま

ゆ

み

「

え

？

」 

正

孝

「

ど

こ

の

国

の

か

」 

 
 

 

躊

躇

す

る

ま

ゆ

み

を

、

席

に

つ

か

せ

る

正

孝

。 

ま

ゆ

み

の

コ

ー

ヒ

ー

カ

ッ

プ

を

持

つ

手

が

震 

え

る

。 

 
 

 

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

み

考

え

る

ま

ゆ

み

。 

正

孝

「

ど

こ

で

し

ょ

う

？

」 

ま

ゆ

み

「

…

…

」 

正

孝

「

わ

か

ら

な

い

？

」 

ま

ゆ

み

「

…

…

ご

め

ん

」 
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正

孝

「

だ

め

だ

ね

、

勉

強

し

て

っ

て

言

っ

て

る

じ

ゃ 

ん

」 

正

孝

、

コ

ー

ヒ

ー

の

匂

い

を

嗅

ぎ

、

立

っ

た 

ま

ま

一

口

飲

む

。 

正

孝

「

う

ん

、

う

ま

い

」 

下

を

向

い

て

震

え

る

ま

ゆ

み

。 

正

孝

「

立

っ

て

」 

 
 

 
従

う

ま

ゆ

み

。 
思

い

切

り

ま

ゆ

み

の

腰

を

蹴

る

。 

 
 

 

次

い

で

背

中

か

ら

荒

々

し

く

突

き

飛

ば

さ 

れ

、

ま

ゆ

み

は

客

席

に

つ

ん

の

め

る

。 

髪

を

引

っ

張

ら

れ

テ

ー

ブ

ル

に

頭

を

押

さ

え 

つ

け

ら

れ

る

ま

ゆ

み

。 

正

孝

は

そ

の

ま

ま

、

ま

ゆ

み

の

首

を

締

め

る

。 

 

○

同

・

店

前

（

夜

） 

店

内

を

隠

れ

て

覗

い

て

い

る

弘

太

郎

、

美

保

、 

百

々

子

。 

美

保

「

え

…

…

大

丈

夫

な

の

か

な

…

…

」 

百

々

子

「

…

…

う

ん

」 

美

保

「

…

…

す

ご

い

ね

…

…

」 

      

恍

惚

と

し

た

表

情

の

百

々

子

と

美

保

。 

 
 

 

を

、

見

て

い

る

弘

太

郎

。 

美

保

「

…

…

私

た

ち

に

も

で

き

る

か

な

」 

 

○

高

校

・

教

室

（

翌

日

・

夕

） 

弘

太

郎

、

百

々

子

の

首

に

手

を

か

け

て

い

る

。 

ぐ

っ

と

力

を

入

れ

、

数

秒

後

手

を

緩

め

る

。 

咳

き

込

む

百

々

子

。 

弘

太

郎

、

隣

に

い

る

美

保

を

見

、 

弘

太

郎

「

…

…

こ

ん

な

？

」 

美

保

「

う

ー

ん

…

…

」 

弘

太

郎

「

違

う

？

」 

美

保

「

う

ん

、

な

ん

か

、

違

う

…

…

（

百

々

子

に

） 

ど

う

？

」 

百

々

子

「

う

ー

ん

…

…

ど

う

だ

ろ

う

」 

美

保

「

私

も

し

て

い

い

？

」 

百

々

子

「

い

い

よ

」 

美

保

、

百

々

子

の

手

に

手

を

か

け

る

。 

ぐ

っ

と

力

を

入

れ

、

数

秒

後

手

を

緩

め

る

。 
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酷

く

咳

き

込

む

百

々

子

。 

弘

太

郎

の

心

臓

が

ド

ク

ン

と

脈

打

つ

。 

弘

太

郎

「

―

」 

 
 

 

百

々

子

と

美

保

を

見

る

眼

光

が

鋭

く

な

る

弘 

太

郎

。 
美

保

「
（

百

々

子

に

）

ど

う

？

」 

百

々

子

「

う

ん

」 

美

保

「

こ

ん

な

ん

か

な

」 

百

々

子

「

わ

か

ん

な

い

け

ど

…

…

生

き

て

る

っ

て

感 

じ

す

る

」 

 
 

美

保

、

笑

う

。 

美

保

「

だ

っ

て

生

き

て

る

も

ん

」 

 
 

 

つ

ら

れ

て

微

笑

む

百

々

子

。 

美

保

「

弘

太

郎

ま

た

や

る

？

」 

 
 

 

下

を

向

く

弘

太

郎

。 

 
 

 

心

臓

が

ド

ク

ン

ド

ク

ン

と

激

し

く

打

つ

。 

百

々

子

「

…

…

鯉

沼

く

ん

？

」 

 
 

 

顔

を

上

げ

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

ご

め

ん

」 

美

保

「

ど

う

し

た

？

」 

弘

太

郎

「

な

ん

か

、

気

分

が

…

…

」 

美

保

「

え

、

大

丈

夫

？

」 

弘

太

郎

「

俺

帰

る

わ

。

続

き

は

ま

た

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

バ

ッ

グ

を

手

に

取

っ

て

逃

げ

る

よ 

う

に

教

室

を

出

て

行

く

。 

 
 

 

あ

ま

り

の

早

さ

に

ぽ

か

ん

と

す

る

百

々

子

と 

美

保

。 

美

保

「

大

丈

夫

か

な

？

」 

 
 

 

百

々

子

、

首

を

傾

け

る

。 

美

保

「

帰

ろ

っ

か

」 

 

○

帰

り

道 全

速

力

で

走

っ

て

い

く

弘

太

郎

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

百

々

子

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

美

保

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
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（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

ま

ゆ

み

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
  

 

弘

太

郎

「

や

ば

い

や

ば

い

や

ば

い

や

ば

い

」 

 
 

 

叫

び

な

が

ら

走

っ

て

行

く

。 

 

○

鯉

沼

家

・

居

間

（

夜

） 

 
 

 
薫

と

理

子

と

父

親

の

鯉

沼

雄

二

（

４

６

）

が 
食

卓

を

囲

ん

で

い

る

。 

 
 

 

二

階

か

ら

ど

ん

ど

ん

と

音

が

聞

こ

え

る

。 

雄

二

「

お

い

、

弘

太

郎

は

？

」 

理

子

「

駄

目

。

な

ん

か

最

近

悩

ん

で

る

み

た

い

で

全 

然

部

屋

か

ら

出

て

こ

な

い

の

」 

 

○

同

・

弘

太

郎

の

部

屋 

弘

太

郎

、

布

団

に

全

身

く

る

ま

っ

て

震

え

て 

い

る

。 

 

○

大

橋

家

・

外

観

（

夜

） 

 

二

階

建

て

の

古

び

た

ア

パ

ー

ト

。
 

 
 

 

 

○

同

・

居

間 

 
 

 

居

間

の

隅

に

仏

壇

が

あ

り

、

百

々

子

の

母

親 

の

遺

影

が

飾

ら

れ

て

い

る

。 

 
 

 

ソ

フ

ァ

ー

に

座

る

聡

の

、

膝

の

上

に

座

っ

て 

い

る

百

々

子

。 

 
 

 

二

人

と

も

お

風

呂

上

が

り

で

パ

ジ

ャ

マ

姿

。 

 
 

 

聡

、

百

々

子

の

髪

を

乾

か

し

な

が

ら

、 

聡

「
（

ぶ

つ

ぶ

つ

と

）

ご

め

ん

ね

ご

め

ん

ね

」 

 
 

 

ド

ラ

イ

ヤ

ー

を

切

り

、

百

々

子

の

頭

を

撫

で 

る

聡

。 

百

々

子

の

身

体

の

痣

を

触

る

。 

聡

「

百

々

子

、

ま

た

痣

が

増

え

て

る

よ

」 

百

々

子

「

…

…

部

活

で

や

っ

た

ん

だ

っ

て

」 

聡

「

…

…

（

仕

方

な

さ

そ

う

に

）

わ

か

っ

て

る

よ

。 

…

…

お

父

さ

ん

の

気

を

引

き

た

い

ん

だ

よ

ね

。

こ 

の

間

の

男

の

子

も

そ

う

だ

よ

ね

…

…

お

父

さ

ん

を 

心

配

さ

せ

よ

う

と

し

て

る

ん

だ

。

ご

め

ん

ね

。

ご 

め

ん

ね

か

ま

っ

て

あ

げ

ら

れ

な

く

て

。

僕

が

ず

っ 

と

側

に

い

て

あ

げ

ら

れ

た

ら

、

お

母

さ

ん

だ

っ

て 
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あ

ん

な

こ

と

に

は

な

ら

な

か

っ

た

も

ん

ね

。

百

々 

子

に

は

も

う

お

父

さ

ん

し

か

い

な

い

し

、

お

父

さ 

ん

に

も

百

々

子

し

か

い

な

い

ん

だ

か

ら

…

…

」 

 
 

 

百

々

子

の

首

筋

に

キ

ス

を

す

る

聡

。 

 
 

 

そ

の

手

は

百

々

子

の

胸

に

伸

び

る

。 

 
 

 

百

々

子

の

眼

は

死

ん

で

い

る

。 

 

○

高

校

・

体

育

館

（

夕

） 

 
 

 

松

村

、

前

に

立

ち

、

卓

球

部

員

に

指

示

し

て 

い

る

。 

松

村

「

弘

太

郎

は

今

日

体

調

崩

し

て

て

休

み

。

な

の 

で

今

日

は

イ

レ

ギ

ュ

ラ

ー

な

ペ

ア

で

行

く

ぞ

ー

」 

 
 

 

死

ん

だ

目

の

百

々

子

、

な

ん

の

反

応

も

し

な 

い

。 

松

村

「

あ

と

お

前

ら

ん

中

で

備

品

の

卓

球

ラ

ケ

ッ

ト 

持

っ

て

帰

っ

て

る

奴

い

る

か

ー

？

最

近

ど

う

も

数 

が

足

り

な

く

て

…

…

」 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

 
 

 

百

々

子

と

悠

太

、

ペ

ア

に

な

っ

て

打

ち

合

っ 

て

い

る

。 

悠

太

「

あ

い

つ

サ

ボ

り

か

」 

百

々

子

「

…

…

」 

悠

太

「

鯉

沼

」 

百

々

子

「

知

ら

な

い

」 

悠

太

か

ら

で

た

ボ

ー

ル

を

手

で

キ

ャ

ッ

チ

す 

る

百

々

子

。 

百

々

子

「

…

…

嫌

い

な

の

？

」 

悠

太

「

え

？

」 

百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

の

こ

と

」 

悠

太

「

嫌

い

だ

よ

」 

百

々

子

「

ど

う

し

て

？

」 

悠

太

「

あ

い

つ

す

ぐ

暴

力

振

る

う

じ

ゃ

ん

」 

百

々

子

「

…

…

」 

悠

太

「

入

学

し

て

す

ぐ

ぐ

ら

い

に

あ

い

つ

に

ふ

ざ

け 

て

蹴

り

入

れ

ら

れ

た

ん

だ

よ

。

そ

れ

が

す

げ

ー

痛 

く

て

。

そ

う

い

う

の

嫌

な

奴

も

い

る

っ

て

こ

と

、 

あ

い

つ

絶

対

わ

か

っ

て

ね

え

」 

 
 

 

百

々

子

、

鼻

で

笑

う

。 

悠

太

「

な

ん

だ

よ

」 

百

々

子

「

痛

み

感

じ

る

だ

け

い

い

じ

ゃ

ん

」 
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悠

太

「

は

？

」 

百

々

子

「

そ

う

い

う

の

本

人

に

直

接

言

っ

た

ら

い

い 

の

に

。

っ

て

。

だ

さ

い

よ

」 

 
 

 

百

々

子

、

強

い

ス

マ

ッ

シ

ュ

を

出

す

。 

 
 

 

咄

嗟

に

返

し

た

悠

太

の

ボ

ー

ル

は

、

百

々

子 

の

身

体

に

当

た

り

百

々

子

の

前

で

バ

ウ

ン

ド 

す

る

。 

 
 

 
悠

太

、

百

々

子

の

痣

に

気

付

く

。

 
 

悠

太

「

お

前

、

そ

れ

何

。

そ

の

痣

」 

百

々

子

「

…

…

う

る

さ

い

」

 
 

悠

太

「

…

…

最

近

あ

い

つ

と

一

緒

に

い

る

と

こ

よ

く 

見

る

け

ど

…

…

な

に

？

や

ら

れ

て

ん

の

」 

百

々

子

「

う

る

さ

い

」 

悠

太

「

や

ら

れ

て

ん

な

ら

先

生

に

言

っ

た

方

が

い

い 

よ

」 

百

々

子

「

う

る

さ

い

っ

て

」 

悠

太

「

い

や

、

ま

じ

で

そ

う

い

う

の

泣

き

寝

入

り

す 

ん

の

絶

対

よ

く

な

い

っ

て

」 

百

々

子

「

う

る

さ

い

う

る

さ

い

う

る

さ

い

う

る

さ

い 

う

る

さ

い

！

」 

 
 

 

ヒ

ス

テ

リ

ッ

ク

に

怒

鳴

る

百

々

子

の

声

に

、 

 
 

 

唖

然

と

す

る

悠

太

。 

周

り

の

部

員

も

練

習

の

手

を

止

め

る

。 

 

○

弘

太

郎

の

部

屋

（

夕

） 

ベ

ッ

ド

か

ら

起

き

な

い

弘

太

郎

。 

理

子

が

覗

き

に

来

る

。 

理

子

「

弘

太

郎

、

大

丈

夫

な

の

？

」 

弘

太

郎

「

…

…

仮

病

」 

理

子

「

あ

ん

た

ね

え

」 

 
 

 

全

身

布

団

に

包

ま

っ

て

い

る

弘

太

郎

の

表

情 

は

見

え

な

い

。 

理

子

「

ま

、

い

い

け

ど

。

ど

う

せ

い

る

な

ら

ま

ゆ

み 

さ

ん

と

こ

に

林

檎

届

け

て

に

行

っ

て

く

れ

な

い

？ 

お

隣

さ

ん

か

ら

沢

山

い

た

だ

い

ち

ゃ

っ

て

…

…

う 

ち

じ

ゃ

食

べ

き

れ

な

い

か

ら

さ

ぁ

」 

 
 

 

動

か

な

い

弘

太

郎

。 

 
 

 

理

子

、

諦

め

て

出

て

行

く

。 

 
 

 

布

団

か

ら

顔

を

出

す

弘

太

郎

。 

 
 

 

ど

こ

か

ら

と

も

な

く

マ

キ

ネ

ッ

タ

を

火

に

か 
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け

た

時

の

音

が

し

て

く

る

。 

 
 

 

耳

を

押

さ

え

、

再

び

布

団

に

強

く

包

ま

る

。 

 

○

高

校

・

教

室

（

夕

） 

席

に

座

り

、

一

人

宿

題

を

し

て

い

る

百

々

子

。 

美

保

、

扉

を

開

け

教

室

に

入

っ

て

く

る

。 

百

々

子

一

人

だ

け

な

の

を

確

認

し

、 

美

保

「

弘

太

郎

は

？

」 

百

々

子

「

今

日

休

み

だ

っ

た

」 

美

保

「

具

合

、

悪

い

の

か

な

。

大

橋

さ

ん

部

活

は

？ 

早

く

な

い

？

」 

百

々

子

「

…

…

サ

ボ

っ

た

」 

美

保

「

じ

ゃ

あ

一

緒

だ

。

私

も

サ

ボ

り

」 

百

々

子

の

隣

の

机

に

ス

ク

ー

ル

バ

ッ

グ

を

置 

き

、

座

る

。 

美

保

「

弘

太

郎

休

み

っ

て

こ

と

は

…

…

私

の

こ

と

待 

っ

て

て

く

れ

た

の

？

」 

百

々

子

「

…

…

」 

黙

っ

て

宿

題

を

続

け

る

百

々

子

を

じ

っ

と

見 

る

美

保

。 

元

気

の

な

さ

そ

う

な

百

々

子

。 

美

保

「

大

橋

さ

ん

て

さ

」 

百

々

子

「

…

…

」 

美

保

「

友

達

い

な

い

で

し

ょ

」 

百

々

子

「
（

へ

ら

っ

と

笑

い

）

…

…

直

球

だ

ね

」 

美

保

、

笑

う

。 

百

々

子

「

野

口

さ

ん

は

多

そ

う

」 

美

保

「

…

…

う

う

ん

、

私

も

似

た

よ

う

な

も

ん

か

も 

よ

。

ち

ゃ

ん

と

し

た

友

達

、

ほ

ん

と

の

。

何

で

も 

言

え

る

の

。

い

な

い

も

ん

」

 
 

百

々

子

、

じ

っ

と

見

る

。 

立

ち

上

が

り

、

美

保

の

手

を

自

分

の

頰

に

置 

く

。 

百

々

子

「

い

い

よ

」 

美

保

は

、

百

々

子

の

頰

を

叩

く

。 

他

に

誰

も

い

な

い

教

室

に

ぱ

し

ん

と

鋭

い

音 

が

響

く

。 

ふ

ふ

っ

と

笑

う

百

々

子

。 

百

々

子

「

響

い

た

」 

百

々

子

の

顔

を

じ

っ

と

見

る

美

保

。 
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美

保

「

大

橋

さ

ん

て

、

化

粧

し

な

い

の

？

」 

百

々

子

「

し

た

こ

と

な

い

」 

美

保

「

し

て

み

て

い

い

？

」 

百

々

子

「

え

」 

美

保

、

ス

ク

ー

ル

バ

ッ

ク

か

ら

化

粧

ポ

ー

チ 

を

取

り

出

す

。 

美

保

「

パ

ー

ツ

が

整

っ

て

る

か

ら

、

化

粧

映

え

す

る 

と

思

う

ん

だ

け

ど

」 

百

々

子

「
（

困

っ

て

）

え

え

」 

化

粧

ポ

ー

チ

か

ら

剃

刀

を

取

り

出

す

。 

美

保

「

じ

ゃ

あ

、

ま

ず

眉

毛

剃

る

の

は

？

」 

百

々

子

「

…

…

な

ら

い

い

よ

」 

美

保

、

剃

刀

を

開

き

百

々

子

の

眉

を

整

え

は 

じ

め

る

。 

百

々

子

「

初

め

て

…

…

」 

美

保

「

そ

う

な

の

？

あ

、

目

閉

じ

て

て

く

れ

る

？

当 

た

っ

ち

ゃ

い

そ

う

で

ち

ょ

っ

と

怖

い

」 

 
 

 

百

々

子

の

眉

毛

、

剃

ら

れ

て

い

く

。 

美

保

「

痛

く

な

い

？

」 

百

々

子

「

…

…

大

丈

夫

」 

目

を

閉

じ

て

美

保

に

身

を

任

せ

る

百

々

子

。 

百

々

子

「

…

…

う

ち

ん

ち

ね

」 

美

保

「

う

ん

」 

百

々

子

「

お

母

さ

ん

い

な

く

て

」 

美

保

「

…

…

う

ん

」 

百

々

子

「

三

年

前

に

事

故

で

死

ん

で

。

そ

れ

か

ら

お 

父

さ

ん

壊

れ

ち

ゃ

っ

て

…

…

」 

美

保

「

う

ん

」 

百

々

子

「

ず

っ

と

働

き

に

も

行

け

な

く

て

引

き

こ

も 

っ

て

…

…

普

通

の

生

活

じ

ゃ

な

い

の

。

ご

飯

も

毎 

日

私

が

コ

ン

ビ

ニ

で

買

っ

て

帰

っ

て

…

…

毎

日

、 

毎

日

」 

美

保

「

う

ん

」 

百

々

子

「

…

…

そ

れ

と

ね

。

私

の

こ

と

た

ま

に

お

母 

さ

ん

だ

と

思

う

の

か

な

…

…

お

母

さ

ん

だ

と

思

っ 

て

…

…

そ

れ

で

ね

…

…

そ

れ

で

…

…

」 

 
 

 

手

を

止

め

る

美

保

。 

百

々

子

「

そ

れ

で

…

…

」 

 
 

 

百

々

子

の

閉

じ

た

目

尻

に

涙

が

う

っ

す

ら

浮 

か

ぶ

。 
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美

保

「

う

ん

」 

百

々

子

「

…

…

私

ず

っ

と

死

に

た

い

っ

て

思

っ

て

る

」 

 
 

 

百

々

子

を

見

て

苦

し

そ

う

な

表

情

に

な

る

美 

保

。 

美

保

「

…

…

う

ん

」 
百

々

子

「

で

も

」 

 
 

 

目

を

開

く

百

々

子

。 

美

保

「

？

」 

百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

と

野

口

さ

ん

と

一

緒

に

い

る

時 

は

た

の

し

い

」 

美

保

「

…

…

」 

百

々

子

「

痛

み

を

感

じ

る

と

、

生

き

て

る

っ

て

感

じ 

す

る

」 

美

保

「

―

」 

 
 

 

美

保

、

百

々

子

を

抱

き

し

め

る

。 

百

々

子

「

！

」 

美

保

「

…

…

こ

う

い

う

の

は

？

」 

百

々

子

「

？

」 

美

保

「

こ

う

い

う

の

は

、

生

き

て

る

っ

て

感

じ

し

な 

い

？

」 

百

々

子

「

…

…

ち

ょ

っ

と

す

る

」 

美

保

「

で

し

ょ

」 

百

々

子

「

け

ど

叩

か

れ

て

る

方

が

い

い

」 

美

保

「

そ

っ

か

あ

」 

 
 

 

笑

い

合

う

二

人

。 

百

々

子

の

顔

を

見

て

美

保

、 

美

保

「

あ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」 

 
 

 

軽

く

剃

刀

で

眉

毛

を

剃

る

。 

美

保

「

あ

、

い

い

感

じ

か

も

」 

百

々

子

「

ほ

ん

と

？

」 

美

保

が

手

を

下

げ

た

瞬

間

、

百

々

子

の

頰

が 

剃

刀

で

す

っ

と

切

れ

る

。 

血

が

じ

わ

ん

と

滲

む

。 

美

保

「

あ

」 

百

々

子

「

え

？

」 

気

付

い

て

い

な

い

百

々

子

。 

美

保

「

血

」 

頰

の

血

を

左

拳

で

な

ぞ

る

美

保

。 

美

保

「

綺

麗

」 

美

保

、

そ

の

ま

ま

手

に

持

っ

た

剃

刀

で

百

々

 
 

 
 



42 

 

子

の

腕

を

つ

っ

と

な

ぞ

る

。 

百

々

子

「

い

た

」 

百

々

子

、

美

保

を

見

る

。 

見

つ

め

合

う

二

人

。 

 
○

喫

茶

店

「

梟

」

・

店

前

（

夕

） 

看

板

は

『

Ｃ

Ｌ

Ｏ

Ｓ

Ｅ

』

に

な

っ

て

い

る

。 

弘

太

郎

は

外

か

ら

中

を

覗

く

が

、

店

内

は

暗 
く

誰

も

い

な

い

よ

う

に

見

え

る

。 

帰

ろ

う

と

す

る

が

、

中

で

物

音

が

聞

こ

え

る

。 

弘

太

郎

は

引

き

返

し

、

店

の

入

口

の

ド

ア

ノ 

ブ

を

回

す

。 

鍵

が

か

か

っ

て

い

な

い

。 

 

○

同

・

店

内 

中

に

入

る

と

、

客

席

に

座

り

頭

を

か

か

え

て 

下

を

向

い

て

い

る

正

孝

。 

弘

太

郎

の

姿

に

び

く

っ

と

し

て

顔

を

上

げ

る

。 

弘

太

郎

「

え

、

あ

…

…

ど

も

」 

正

孝

「

あ

ー

…

…

君

ね

…

…

来

た

の

」 

弘

太

郎

「

今

日

、

ま

ゆ

み

さ

ん

は

？

」 

ま

ゆ

み

の

名

前

に

び

く

っ

と

肩

が

震

え

る

正 

孝

。 

正

孝

「

今

日

は

ね

え

、

い

な

い

よ

」 

急

に

酷

く

咳

き

込

む

正

孝

。 

弘

太

郎

「

大

丈

夫

す

か

。

な

ん

か

、

顔

色

悪

い

で

す 

よ

」 

正

孝

「

あ

ー

、

そ

う

な

の

。

だ

か

ら

、

今

日

は

閉

店

、 

ご

め

ん

ね

」 

弘

太

郎

「

そ

う

で

す

か

…

…

こ

れ

母

さ

ん

か

ら

林

檎

。 

お

裾

分

け

ら

し

い

っ

す

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

正

孝

に

林

檎

の

袋

を

渡

す

。 

正

孝

「

あ

ー

あ

り

が

と

う

」 

弘

太

郎

は

、

正

孝

に

背

を

向

け

出

て

行

こ

う 

と

す

る

。 

正

孝

「

あ

ー

。

待

っ

て

、

待

っ

て

」 

弘

太

郎

振

り

返

る

。 

正

孝

「

や

っ

ぱ

一

杯

コ

ー

ヒ

ー

飲

ん

で

い

き

な

よ

、 

入

れ

る

」 

弘

太

郎

「

い

い

ん

す

か

」 
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正

孝

、

厨

房

に

入

り

、

マ

キ

ネ

ッ

タ

を

火

に 

か

け

る

。 

手

が

小

さ

く

震

え

て

い

る

。 

弘

太

郎

、

入

口

近

く

の

席

に

つ

く

。 

弘

太

郎

「

や

り

ま

し

た

」 
正

孝

「
（

び

く

っ

と

し

て

）

え

？

」 

弘

太

郎

「

そ

れ

、

マ

キ

ネ

ッ

タ

。

こ

な

い

だ

ま

ゆ

み 

さ

ん

に

教

え

て

も

ら

っ

て

」 

正

孝

「

あ

あ

、

こ

れ

…

…

コ

ツ

覚

え

た

ら

簡

単

で

し 

ょ

う

」 正

孝

、

弘

太

郎

の

向

か

い

の

席

に

座

る

。 

正

孝

「

高

校

、

一

年

だ

っ

け

」 

弘

太

郎

「

そ

う

っ

す

」 

正

孝

「

そ

う

か

。

若

い

ね

」 

正

孝

、

弘

太

郎

の

手

を

見

る

。 

右

手

の

甲

に

複

数

の

小

さ

な

傷

が

付

い

て

い 

る

。 

正

孝

「
（

手

を

差

し

て

）

や

っ

た

の

、

誰

か

」 

弘

太

郎

「

え

？

」 

殴

る

素

ぶ

り

を

す

る

正

孝

。 

弘

太

郎

「

…

…

こ

れ

は

」 

弘

太

郎

、

右

手

を

左

手

で

隠

す

。 

弘

太

郎

「

ク

ラ

ス

の

奴

と

喧

嘩

し

て

…

…

」 

正

孝

「

違

う

だ

ろ

」 

弘

太

郎

「

え

」 

正

孝

「

嘘

つ

か

な

い

で

い

い

よ

。

わ

か

る

」 

弘

太

郎

「

い

や

…

…

」 

正

孝

「

多

分

だ

け

ど

ま

ゆ

み

も

気

付

い

て

た

と

思

う 

よ

」 

は

っ

と

し

て

正

孝

を

見

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

…

…

な

ん

の

こ

と

す

か

」 

正

孝

「

似

て

る

よ

。

君

、

俺

に

」 

マ

キ

ネ

ッ

タ

が

ぽ

こ

ぽ

こ

言

い

出

す

。 

弘

太

郎

「

え

？

」 

正

孝

「

俺

に

、

隠

さ

な

く

て

い

い

」 

弘

太

郎

「

…

…

…

…

正

孝

さ

ん

は

な

ん

で

な

ん

す

か

」 

正

孝

「

な

ん

で

？

」 

弘

太

郎

「

…

…

あ

あ

い

う

の

。

あ

あ

い

う

、

殴

っ

た 

り

…

…

」 

マ

キ

ネ

ッ

タ

か

ら

コ

ー

ヒ

ー

が

溢

れ

、

コ

ン 
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ロ

の

火

が

ボ

オ

っ

と

強

く

な

る

音

が

す

る

。 

正

孝

「

あ

あ

、

や

り

す

ぎ

た

」 

正

孝

は

厨

房

に

火

を

止

め

に

行

く

。 

棚

か

ら

カ

ッ

プ

を

取

り

出

し

、

コ

ー

ヒ

ー

を 

注

ぐ

。 
正

孝

「

…

…

覚

え

て

な

い

ん

だ

よ

ね

」 

弘

太

郎

「

え

」 

正

孝

「

日

常

化

し

ち

ゃ

っ

て

細

か

い

こ

と

、

覚

え

て 

な

い

」 コ

ー

ヒ

ー

を

弘

太

郎

に

出

す

。 

弘

太

郎

「

覚

え

て

な

い

？

」 

正

孝

「

…

…

ま

ゆ

み

が

仕

事

辞

め

た

の

知

っ

て

る

？ 

数

年

前

に

。

経

理

の

仕

事

」 

弘

太

郎

「

あ

あ

、

は

い

。

知

っ

て

ま

す

」 

正

孝

「

上

司

か

ら

パ

ワ

ハ

ラ

受

け

て

病

ん

で

、

仕

事 

辞

め

て

。

こ

こ

手

伝

わ

せ

て

。

で

も

、

一

向

に

よ

く

な

ら

な

く

て

。

そ

の

く

せ

お

金

の

こ

と

を

気

に

す

ん

の

。

貯

金

の

こ

と

。

自

分

は

働

け

な

い

の

に

」 

弘

太

郎

「

は

あ

」 

正

孝

「

最

初

の

き

っ

か

け

が

何

だ

っ

た

の

か

は

思

い 

出

せ

な

い

け

ど

、

多

分

、

そ

ん

な

ま

ゆ

み

に

イ

ラ 

イ

ラ

し

て

手

が

で

た

。

で

、

一

回

手

が

出

た

ら

も 

う

そ

っ

か

ら

は

、

そ

れ

が

日

常

。

な

ん

か

ミ

ス

し 

た

ら

殴

る

し

、

ぐ

ち

ぐ

ち

言

っ

た

ら

殴

る

。

今

日 

は

暑

い

ね

っ

て

あ

い

つ

が

言

っ

た

だ

け

で

、

コ

ー 

ヒ

ー

ぶ

っ

か

け

た

こ

と

も

あ

る

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

正

孝

「

最

近

は

も

う

コ

ー

ヒ

ー

の

匂

い

嗅

ぐ

と

殴

り 

た

く

な

る

の

。

も

う

日

課

だ

よ

ね

」 

近

く

で

パ

ト

カ

ー

の

音

が

し

出

す

。 

正

孝

「

あ

い

つ

抵

抗

し

な

い

ん

だ

よ

。

多

分

、

負

い 

目

を

感

じ

て

る

ん

だ

ろ

う

…

…

だ

か

ら

エ

ス

カ

レ 

ー

ト

し

た

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

正

孝

「

な

ん

か

す

げ

ー

怖

い

顔

し

て

る

よ

」 

弘

太

郎

、

震

え

る

手

で

コ

ー

ヒ

ー

を

一

口

飲

む

。 

弘

太

郎

「

…

…

…

…

似

て

な

い

で

す

よ

、

俺

」 

正

孝

「
（

笑

っ

て

）

似

て

る

よ

」 

パ

ト

カ

ー

の

音

が

近

付

き

、

店

前

で

停

ま

る

。 
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気

付

く

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

何

す

か

」 

黙

る

正

孝

。 

弘

太

郎

「

あ

れ

何

す

か

」 

黙

っ

て

下

を

向

く

正

孝

。 

警

察

が

店

内

に

入

っ

て

く

る

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

店

の

バ

ッ

ク

ヤ

ー

ド

か

ら

青

い

ブ

ル

ー

シ

ー 
ト

に

包

ま

れ

た

物

体

が

警

察

に

運

ば

れ

て

く 

る

。 

正

孝

、

厨

房

の

前

で

警

察

に

話

を

聞

か

れ

て 

い

る

。 

入

り

口

付

近

で

立

ち

す

く

ん

で

い

る

弘

太

郎

、 

す

れ

違

い

ざ

ま

に

、

ブ

ル

ー

シ

ー

ト

か

ら

は 

み

出

し

た

痣

だ

ら

け

の

ま

ゆ

み

の

腕

を

見

る

。 

ド

ク

ド

ク

と

激

し

い

心

臓

の

音

。 

止

ま

ら

な

い

。 

警

察

、

弘

太

郎

に

も

話

を

聞

こ

う

と

近

づ

い 

て

く

る

。 

弘

太

郎

「

っ

…

…

」 

店

の

外

に

駆

け

出

す

弘

太

郎

。 

警

察

「

ち

ょ

っ

と

君

！

」 

 

○

鯉

沼

家

・

弘

太

郎

の

部

屋

（

夕

） 

 
 

 

薫

、

暗

い

部

屋

に

入

っ

て

く

る

。 

薫

「

お

兄

ち

ゃ

ん

確

か

ブ

ル

ー

レ

イ

プ

レ

ー

ヤ

ー

持

っ

て

た

よ

ね

ー

。

ラ

イ

ブ

Ｄ

Ｖ

Ｄ

見

た

い

か

ら

借

り

ま

す

よ

ー

っ

と

」

 
 

 

 
 

 

薫

、

部

屋

の

ク

ロ

ー

ゼ

ッ

ト

を

開

け

る

。 

薫

「

な

ん

だ

こ

れ

」 

 

○

道

（

夕

） 

弘

太

郎

、

全

速

力

で

走

る

。

 
 

心

臓

が

ド

ク

ン

ド

ク

ン

と

打

ち

続

け

る

。 

後

ろ

か

ら

追

っ

て

く

る

警

察

と

の

距

離

が

開 

い

て

い

く

。 

拳

を

握

り

、

腕

を

思

い

切

り

振

っ

て

ひ

た

す 

ら

に

走

る

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

」 
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○

鯉

沼

家

・

弘

太

郎

の

部

屋 

薫

と

理

子

、

ク

ロ

ー

ゼ

ッ

ト

の

中

を

覗

い

て 

い

る

。 

大

量

の

卓

球

ラ

ケ

ッ

ト

が

山

積

み

に

さ

れ 

て

い

る

。 

ラ

ケ

ッ

ト

は

全

て

、

強

く

打

ち

付

け

ら

れ

た 

よ

う

で

割

れ

た

り

、

欠

け

た

り

し

て

い

る

。 

弘

太

郎

の

机

や

ベ

ッ

ド

の

淵

に

は

、

ラ

ケ

ッ 
ト

が

打

ち

付

け

ら

れ

た

跡

が

沢

山

残

っ

て

い 

る

。 

 

○

高

校

・

校

門

前

（

夜

） 

弘

太

郎

、

走

っ

て

く

る

。 

校

門

前

に

、

中

の

様

子

を

伺

っ

て

い

る

聡

が 

い

る

。 

弘

太

郎

、

全

速

力

で

走

っ

て

き

て

聡

に

ぶ

つ 

か

る

。 

よ

ろ

け

る

聡

。 

聡

「

ち

ょ

っ

と

…

…

気

を

つ

け

な

さ

い

！

」 

 
 

 

聡

、

弘

太

郎

の

顔

を

見

る

。 

聡

「

君

、

百

々

子

の

…

…

」 

 
 

顔

を

上

げ

る

弘

太

郎

、

聡

の

こ

と

を

見

て

い 

な

い

。 

 
 

校

舎

の

方

か

ら

こ

ち

ら

へ

歩

い

て

く

る

百

々 

子

と

美

保

を

見

て

い

る

。 

 
 

美

保

、

弘

太

郎

に

気

が

つ

き

、

駆

け

寄

っ

て 

く

る

。 

美

保

「

弘

太

郎

！

」 

 
 

 

後

を

追

っ

て

く

る

百

々

子

。 

ば

っ

ち

り

化

粧

を

さ

れ

て

い

る

。 

腕

に

は

複

数

の

剃

刀

で

切

っ

た

跡

が

残

っ

て 

い

る

。 

傷

跡

に

気

が

つ

い

た

弘

太

郎

、

呼

吸

が

更

に 

乱

れ

て

い

く

。 

百

々

子

、

様

子

の

お

か

し

い

弘

太

郎

を

じ

っ 

と

見

て

い

る

。 

美

保

「

び

っ

く

り

し

た

。

弘

太

郎

、

体

調

悪

い

ん

じ 

ゃ

な

い

の

？

」 

弘

太

郎

「

い

や

…

…

俺

…

…

」 

 
 

 

聡

、

百

々

子

に

近

づ

く

。 
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聡

「

百

々

子

、

ど

う

し

た

の

。

そ

の

顔

」 

百

々

子

「

…

…

」 

美

保

「

あ

、

お

父

さ

ん

。

ご

め

ん

な

さ

い

。

こ

れ

は 

私

が

勝

手

に

…

…

」 

聡

、

美

保

の

言

葉

を

聞

か

ず

、

百

々

子

を

抱 

き

し

め

る

。 

聡

「

お

母

さ

ん

に

そ

っ

く

り

だ

ね

」 

 
 

 
ぞ

っ

と

す

る

美

保

。 

聡

「

お

父

さ

ん

の

為

に

し

て

く

れ

た

の

？

」 

 
 

 

表

情

が

死

ん

で

い

く

百

々

子

。 

聡

を

突

き

飛

ば

す

。 

聡

「

百

々

子

！

？

」 

 
 

 

百

々

子

、

弘

太

郎

の

前

に

立

つ

。 

百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

、

続

き

」 

弘

太

郎

の

手

を

掴

み

、

自

分

の

首

元

に

持

っ 

て

い

く

百

々

子

。 

百

々

子

「

や

っ

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

で

も

…

…

」 

百

々

子

「

や

っ

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

い

や

…

…

俺

…

…

」 

百

々

子

「

や

っ

て

」 

弘

太

郎

「

…

…

」 

百

々

子

の

腕

の

痛

々

し

い

傷

を

間

近

で

見

る

 
 

弘

太

郎

。 

弘

太

郎

「

―

っ

」 

百

々

子

の

首

に

置

か

れ

た

手

に

力

を

か

け

る

。 

慌

て

る

聡

。 

聡

「

お

い

！

百

々

子

に

何

し

て

る

ん

だ

」 

苦

し

そ

う

な

百

々

子

の

顔

。 

弘

太

郎

「

―

」 

小

刻

み

に

震

え

る

弘

太

郎

の

身

体

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

百

々

子

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

美

保

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
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（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

首

を

締

め

ら

れ

て

い

る

ま

ゆ

み

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
  

 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

運

ば

れ

て

行

く

ま

ゆ

み

の

姿

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×

あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

弘

太

郎

「

あ

あ

あ

あ

あ

あ

」 

 
 

 
弘

太

郎

、

手

に

強

く

力

を

入

れ

る

。 

聡

「

お

い

！

」 

 
 

 

聡

、

弘

太

郎

の

手

を

離

さ

せ

よ

う

と

間

に

入 

る

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

我

を

忘

れ

た

よ

う

に

聡

の

顔

に

殴 

り

か

か

る

。 

 
 

 

倒

れ

る

聡

。 

そ

こ

に

馬

乗

り

に

な

る

弘

太

郎

。 

聡

「

お

い

…

…

や

め

ろ

…

…

」 

 
 

 

上

か

ら

更

に

殴

る

。 

 
 

 

美

保

と

百

々

子

、

黙

っ

て

そ

の

様

子

を

見

て 

い

る

。 

悠

太

「

鯉

沼

？

」 

 
 

 

美

保

、

声

の

方

に

振

り

返

る

と

部

活

終

わ

り 

の

悠

太

が

い

る

。 

悠

太

「

お

前

何

や

っ

て

ん

だ

よ

」 

 
 

 

弘

太

郎

に

悠

太

の

声

は

届

い

て

い

な

い

。 

悠

太

「

ま

た

暴

力

か

よ

！

や

め

ろ

よ

」 

 
 

 

百

々

子

、

弘

太

郎

を

止

め

よ

う

と

す

る

悠

太 

の

前

に

立

つ

。 

百

々

子

「

止

め

な

い

で

」 

悠

太

「

は

？

な

ん

で

？

っ

て

か

、

野

口

さ

ん

も

な

ん 

で

黙

っ

て

見

て

ん

の

？

止

め

な

よ

。

彼

女

だ

ろ

？

」 

 
 

 

悠

太

か

ら

視

線

を

外

す

美

保

。 

 
 

 

弘

太

郎

に

殴

ら

れ

て

い

る

聡

と

、

百

々

子

を 

交

互

に

見

て

、

口

を

強

く

結

ぶ

。 

呆

れ

る

悠

太

。 

悠

太

「

お

前

ら

お

か

し

い

ん

じ

ゃ

な

い

の

？

」 

 
 

 

答

え

な

い

百

々

子

と

美

保

。 

悠

太

「

ど

け

っ

て

」 

 
 

 

悠

太

、

百

々

子

を

ど

か

し

、

弘

太

郎

の

元

に 

寄

る

。 

無

我

夢

中

で

聡

を

殴

っ

て

い

る

弘

太

郎

。 
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悠

太

、

そ

の

表

情

に

ぞ

っ

と

す

る

。 

悠

太

「

お

前

…

…

」 

 
 

 

手

が

震

え

出

す

悠

太

。 

悠

太

「

…

…

お

い

」 

意

を

決

し

て

弘

太

郎

の

腕

を

掴

ん

で

止

め

に 

か

か

る

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

聡

を

殴

る

手

を

止

め

て

悠

太

の

方 

を

見

る

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

 
 

 

弘

太

郎

、

悠

太

の

こ

と

を

見

て

い

る

よ

う

で

、 

見

て

い

な

い

。 

悠

太

「

鯉

沼

や

め

ろ

よ

…

…

」 

続

く

悠

太

の

言

葉

を

待

た

ず

に

弘

太

郎

、

悠 

太

の

顎

を

狙

い

本

気

で

殴

る

。 

悠

太

「

う

っ

」 

落

ち

か

け

る

悠

太

、

堪

え

る

。 

顔

を

上

げ

、

思

わ

ず

拳

に

力

を

入

れ

る

。 

弘

太

郎

に

向

か

っ

て

、

拳

を

振

り

上

げ

る

が

直

前

の

と

こ

ろ

で

思

い

直

す

。 

悠

太

「

く

っ

そ

」 

悠

太

、

校

舎

の

方

に

走

り

出

す

。 

弘

太

郎

「

…

…

」 

弘

太

郎

、

地

面

に

倒

れ

た

ま

ま

動

か

な

い

聡

に

向

き

直

る

。 

そ

こ

に

ぼ

ろ

ぼ

ろ

に

な

っ

て

倒

れ

て

い

る

ま

ゆ

み

が

見

え

る

。 

ま

ゆ

み

の

周

り

に

は

コ

ー

ヒ

ー

豆

が

散

ら

ば

っ

て

い

る

。 

弘

太

郎

、

ゆ

っ

く

り

近

づ

く

。 

踏

ま

れ

て

い

く

コ

ー

ヒ

ー

豆

、

小

さ

く

音

を

た

て

て

潰

れ

る

。 

弘

太

郎

、

ま

ゆ

み

の

上

に

馬

乗

り

に

な

り

、

ま

ゆ

み

の

顔

を

殴

る

。 

ま

ゆ

み

、

気

絶

し

て

お

り

目

を

開

か

な

い

。 

そ

こ

を

何

発

も

何

発

も

殴

る

弘

太

郎

。 

目

を

大

き

く

開

い

て

そ

の

光

景

を

見

て

い

る 

百

々

子

。 

百

々

子

「

…

…

凄

い

。

凄

い

ね

…

…

」 

 
 

 

ぼ

ろ

ぼ

ろ

の

ま

ゆ

み

の

姿

、

百

々

子

に

変

わ 

る

。 
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弘

太

郎

、

百

々

子

の

首

を

締

め

る

。 

弘

太

郎

、

そ

の

手

に

、

強

く

、

強

く

力

を

入 

れ

る

。 

松

村

「

お

い

！

鯉

沼

何

や

っ

て

ん

だ

！

」 

 
 

 

松

村

、

走

っ

て

や

っ

て

く

る

。 

 
 

 

悠

太

や

そ

の

他

の

卓

球

部

員

も

松

村

の

後

ろ 

か

ら

集

ま

っ

て

く

る

。 

 
 

 
松

村

、

弘

太

郎

を

羽

交

い

締

め

に

し

て

動

き 
を

封

じ

よ

う

と

す

る

。 

暴

れ

る

弘

太

郎

。 

松

村

「

誰

か

手

え

貸

せ

」 

 
 

 

生

徒

達

と

一

緒

に

、

弘

太

郎

を

抑

え

込

む

松 

村

。 

弘

太

郎

「

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

あ

」 

 
 

 

倒

れ

て

い

る

聡

、

微

動

だ

に

し

な

い

。 

×

あ

あ

あ

あ

あ

×
あ

あ

あ

あ

あ

 ×
   

 

 
 

 

校

門

前

に

救

急

車

と

パ

ト

カ

ー

が

停

ま

っ

て 

い

る

。 

救

急

隊

員

に

担

架

で

運

ば

れ

て

い

く

聡

。 

息

を

し

て

い

る

が

意

識

は

無

い

。 

警

察

、

弘

太

郎

を

囲

ん

で

い

る

。 

美

保

、

警

察

に

必

死

に

訴

え

て

い

る

。 

美

保

「

違

う

ん

で

す

！

そ

も

そ

も

大

橋

さ

ん

が

被

害 

に

遭

っ

て

て

。

そ

れ

を

知

っ

て

弘

太

郎

は

…

…

大 

橋

さ

ん

の

こ

と

守

る

つ

も

り

で

！

」 

 
 

警

察

に

連

行

さ

れ

て

い

く

弘

太

郎

に

叫

ぶ

美 

保

。 

美

保

「

ね

！

知

っ

て

た

ん

だ

よ

ね

！

弘

太

郎

！

大

橋 

さ

ん

が

被

害

に

遭

っ

て

た

こ

と

。

だ

か

ら

守

っ

た 

ん

だ

よ

ね

！

弘

太

郎

！

」 

 
 

答

え

な

い

弘

太

郎

。 

 
 

美

保

の

方

を

見

ず

に

下

を

向

い

て

歩

い

て

い 

く

。 

警

察

「

う

ん

。

事

情

は

後

で

聞

か

せ

て

も

ら

う

か

ら

、 

一

旦

下

が

っ

て

」 

 
 

美

保

、

弘

太

郎

か

ら

離

さ

れ

る

。 

美

保

「

弘

太

郎

！

」 

 
 

 

百

々

子

の

前

を

連

れ

ら

れ

て

い

く

弘

太

郎

。 

 
 

 

弘

太

郎

、

百

々

子

を

、

百

々

子

の

腕

に

つ

い 

た

無

数

の

傷

や

痣

を

、

見

る

。 
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百

々

子

「

鯉

沼

く

ん

…

…

」 

弘

太

郎

、

下

を

向

い

て

、

嫌

な

笑

み

を

浮

か 

べ

る

。 

百

々

子

「

…

…

」 

 
 

 

パ

ト

カ

ー

に

乗

せ

ら

れ

る

弘

太

郎

。 

 
 

 

パ

ト

カ

ー

、

サ

イ

レ

ン

を

鳴

ら

し

て

発

車

す 

る

。 

 
 

 
大

き

な

瞳

で

去

っ

て

い

く

パ

ト

カ

ー

を

見

つ 
め

る

百

々

子

。 

顔

が

赤

色

灯

で

定

期

的

に

赤

く

光

る

。 

 
 

 

百

々

子

、

パ

ト

カ

ー

を

見

送

り

な

が

ら

、

へ 

ら

っ

と

い

つ

も

の

よ

う

に

笑

う

。 

 

 
 

（

終

） 


